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駐タイカザフスタン共和国大使館Raushan Yesbulatova特命全権
大使（写真左から３人目）はカザフスタン有名デザイナーの作品である
指輪をWHAコーポレーション社会長兼グループCEOのジャリーポー
ン・ジャルコーンサクン氏（写真中央）へ贈りました。カザフスタン独立
30周年を記念して作られた宝飾品は、優秀なビジネスウーマンとして
選出された方々へ贈呈されました。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、

 

2
0
2
1
年
S
E
T
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
授
賞
式
に
て

　「
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ー
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
」
を
受
賞

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
感

覚
の
と
れ
た
開
発
に
寄
与
し
、
惜
し
み

な
い
努
力
を
尽
く
し
た
W
H
A
の
取
締

役
役
員
を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
へ

感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
す
。
そ
し
て

次
の
世
代
の
た
め
に
持
続
可
能
な
成
長

を
目
指
す
異
な
る
分
野
の
人
々
、
新
参

者
た
ち
の
よ
き
手
本
と
な
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

W
H
A
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
グ

リ
ー
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
中
で
も

特
に
顕
著
な
の
が
、「C

lean W
ater 

for P
lan
et P

roject

」
で

す
。

2
0
1
6
年
に
開
始
さ
れ
た
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
天
然
資
源
保
護

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
顧
客
や
地
域
社

会
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
し
た
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
ラ
ヨ
ー
ン
県
プ
ル

ア
ッ
ク
デ
ー
ン
地
区
行
政
機
構
を
は
じ

め
様
々
な
地
域
社
会
へ
排
水
処
理
シ
ス

テ
ム
を
建
設
・
納
入
し
、
環
境
に
や
さ

し
い
人
工
湿
地
排
水
処
理
に
よ
る
水
質

改
善
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
排
水

処
理
シ
ス
テ
ム
は
故
プ
ミ
ポ
ン
・
ア

ド
ゥ
ン
ヤ
デ
ー
ト
国
王
（
ラ
マ
９
世
）

に
よ
る
王
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
て
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

チ
ャ
ン
タ
ブ
リ
ー
県
ノ
ン
ク
ラ
ー
地
方

自
治
体
の
人
工
湿
地
排
水
処
理
の
開
発

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
意
見

交
換
と
技
術
者
の
育
成
を
す
る
た
め

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
と
排
水
管
理
・

処
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
了
解
覚

書
（
M
o
U
）
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
学
術
的
な

知
識
を
工
業
団
地
や
周
辺
地
域
の
実
社

会
で
活
用
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て

い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る
工
業

団
地
の
内
外
で
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
削
減
す
る
た
め
の
統
合
型
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
と
設
置
に
も
広
く

成
功
し
て
い
ま
す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ

は
社
会
福
祉
、
教
育
、
青
少
年
、
ス
ポ
ー

ツ
、
人
材
開
発
、
地
域
社
会
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
に
関
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
強
化
し
、
タ
イ
の
人
々
の
生

活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

WHA コーポレーション社は年一回のチュラロンコン大王記念日に行われる定
期イベントにおいてチュラロンコン大学に対し 10 万バーツを寄付しました。会
社を代表して WHA ユーティリティ＆パワー社ユーティリティ・カスタマー開
発部長の Varanon Laosuwan 氏（写真左）がチュラロンコン大学同窓会兼
組織委員会代表の Atcharin Pattanaphanchai 氏へ、経済的に困難な状況
にある学生にオンライン授業用コンピューターの購入、学校給食プログラム助
成のための寄付を手渡しました。

WHA GROUP

WHAグループ、
チュラロンコン大学へ寄付
WHAグループ、
チュラロンコン大学へ寄付

受
賞
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
2
0
1
2

年
に
上
場
し
た
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、

環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
E
S
G
）

の
原
則
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行

い
、
事
業
経
営
の
実
践
と
運
営
で
際

立
っ
た
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
授
賞

式
は
、
S
E
T
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
「
こ

の
度
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
ラ
イ
ジ
ン
グ

ス
タ
ー
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
を
大
変
名
誉
な
こ
と
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
は
わ
が
社
の
中
核
を
な
し
、
常
に

社
会
的
責
任
と
環
境
へ
の
配
慮
を
重
視

し
な
が
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト　

ガ
バ
ナ
ン

ス
と
の
両
立
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の

賞
の
受
賞
に
よ
り
我
々
が
積
極
的
に
社

会
の
一
員
と
し
て
高
い
水
準
を
保
ち
、

意
識
を
高
め
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、Bualuang 
V
entures

と
共
同
で
、e
‐
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
提
供
す
る
タ
イ
の
新
興
企
業GIZT

IX

の
資
金
調
達
シ
リ
ー
ズ
B
ラ
ウ
ン
ド
の

主
要
投
資
家
と
な
り
、
総
額
2
億

6
0
0
0
万
バ
ー
ツ
あ
ま
り
の
資
金
を

調
達
し
ま
す
。GIZT

IX

社
で
は
、
タ
イ

国
内
企
業
の
総
合
的
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス

や
技
術
の
開
発
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

物
流
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
へ
の
参

入
を
支
援
し
、
戦
略
的
な
地
位
を
確
立

し
地
域
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
W
H
A 

V
enture H

olding

は
、
バ
ン
コ
ッ
ク
銀

行
の
子
会
社Bualuang V

entures

と

共
同
で
交
通
・
物
流
分
野
の
事
業
者
と

全
国
の
ユ
ー
ザ
ー
を
つ
な
ぐ
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
e
‐

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、

GIZT
IX

社
の
資
金
調
達
ラ
ウ
ン
ド　

シ

リ
ー
ズ
B
の
主
要
投
資
家
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
資
金
調
達
額
は
7
7
5
万

米
ド
ル
（
お
よ
そ
2
億
6
0
0
0
万
バ
ー

ツ
）
で
す
。Bualuang V

entures

と

W
H
A 

グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
3
0
0

万
米
ド
ル
（
約
1
億
バ
ー
ツ
）
を
出
資

し
ま
す
。
資
金
調
達
ラ
ウ
ン
ド　

シ
リ
ー

ズ
B
に
は
、
サ
イ
ア
ム
・
セ
メ
ン
ト
・

グ
ル
ー
プ
（SCG

）
のA

ddventures

、

K
K
フ
ァ
ン
ド
、CA

C Capital

な
ど
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
業
界
の
有
力
な
機
関

投
資
家
も
参
加
し
て
い
ま
す
。GIZT

IX

社
は
、
こ
の
資
金
を
も
と
に
、
輸
送
に

関
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
技
術
を
開
発
し
、

輸
送
コ
ス
ト
を
で
き
る
限
り
削
減
し
な

が
ら
サ
ー
ビ
ス
対
象
の
地
域
を
拡
大
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は

「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
資
金
調
達
シ

リ
ー
ズ
B
ラ
ウ
ン
ド
の
主
要
投
資
家
と

な
る
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お

り

ま

す
。Bualuang V

entures

と

GIZT
IX

社
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
デ
ジ
タ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
沿
っ
た
も
の
で
あ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
と
共
に
あ
ら
ゆ
る
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
た
め
に
、
新

し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
適
用
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
た

重
要
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
下
で
の
新

た
な
ニ
ー

ズ
に
応
え

る
も
の

で
、
最
新

か
つ
国
際

基
準
の
ス

マ
ー
ト
倉

庫
、
５
G

技
術
と
と

も
に
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
を
活

用
し
、
ス
マ
ー
ト
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を

提
供
し
事
業
主
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ

解
析
デ
ー
タ
の
収
集
、
A
I
と
マ
シ
ン

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
効
率
化
と
長
期
的

に
事
業
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
W
H
A
グ

ル
ー
プ
が
提
供
す
る
製
品
と
サ
ー
ビ
ス

に
高
い
価
値
と
品
質
を
生
み
出
し
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
タ
イ
の
総
合

物
流
、
工
業
団
地
、
公
益
事
業
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
専
門
知
識
、
4
つ
の
主

要
事
業
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
顧
客
や
国

内
外
の
e
コ
マ
ー
ス
、
物
流
事
業
者
と

の
良
好
な
関
係
を
生
か
し
、Bualuang 

V
entures

お
よ
び
G
I
Z
T
I
X
社
と

と
も
に
、
タ
イ
の
起
業
家
の
成
長
、
物

流
コ
ス
ト
の
削
減
、
タ
イ
の
競
争
力
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
数

年
で
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
有
力
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
共
に
新
規
投
資
先
を
探
求
し
、

タ
イ
と
周
辺
地
域
で
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
成
長
と
事
業
拡
大
達
成
を
目
指
し

ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

Bualuang V
entures

社
長
のK

rit 
Phanratanam

ala

氏
は
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
専
門
知
識
と
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
持
つGIZT

IX

と
の
共
同
出
資
に

よ
り
、
資
金
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の

Bualuang V
entures

と
戦
略
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
連

携
し
、
タ
イ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
繁
栄
を
促
進
し
、
国
内
外
で
の
競
争

力
を
高
め
ま
す
。Bualuang V

entures

は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
大
手
バ
ン
コ
ッ
ク

銀
行
の
子
会
社
と
し
て
、GIZT

IX

ド
ラ

イ
バ
ー
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
融
資
や
運
転

資
金
な
ど
のGIZT

IX

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
強
化
す
る

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（FinT
ech

）
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

決
済
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
将
来
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
る
準
備
が

整
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
利
用
者

の
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向

上
し
、
小
規
模
な
物
流
事
業
者
の
競
争

力
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
e
コ
マ
ー

ス
分
野
の
将
来
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

　
W
H
A
グ
ル
ー
プ
、Bualuang Venture

と
共
同
で
e
-ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
市
場
へ

参
入
。
タ
イ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
G
I
Z
T
I
X
の
資
金
調
達
シ
リ
ー
ズ
B
ラ
ウ
ン
ド
へ

総
額
2
億
6
0
0
0
万
バ
ー
ツ
以
上
出
資
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
迎

え
る
に
あ
た
り
地
域
の
拠
点
と
し
て
物
流
事
業
者
を
支
援

C
P
、
W
H
A
、
チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
が
共
同
で
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　    

C
P
-W
H
A
-C
H
G
野
戦
病
院
立
ち
上
げ
へ

写真は2021年度SETアワード授賞式の優秀サステナビリティ部門においてライジングスタ
ー・サステナビリティ賞を受賞したWHAコーポレーション社会長兼グループCEOのジャリ
ーポーン・ジャルコーンサクン氏

WHAコーポレーション社会長兼グループCEOのジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏（写真中央）か
ら花束を受け取るNext Energy Development社会長兼CEO のPakpoom Wiparkulpitak氏（左か
ら３人目）。Next Energy Development社副社長のKamolchai Praditpholphanit氏（左から2人
目）とWHAグループ役員らも同席しました。

WHAUP

能
力
が
高
ま
り
ま
す
。
我
々
は
e
コ
マ
ー

ス
分
野
と
物
流
な
ど
の
関
連
ビ
ジ
ネ
ス

の
成
長
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
消
費
者

が
物
流
業
者
の
選
択
を
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
今
、
こ
の
投
資
が
売
り
手
か
ら

物
流
業
者
、
そ
し
て
消
費
者
に
至
る
ま

で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
成
長

を
支
え
る
こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
こ
の
資
金
を
利
用
し
たGIZT

IX

シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
管
理
、
コ
ス
ト

統
制
、
納
期
短
縮
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
開

発
さ
れ
、
誰
も
が
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

GIZT
IX
 CEO

で
創
始
者
の
一
人
で

も
あ
るSittisak W

ongsom
nuk

氏
は

「
資
金
調
達
シ
リ
ー
ズ
B
ラ
ウ
ン
ド
で
得

た
資
金
は
以
下
の
4
分
野
の
事
業
開
発

に
使
用
さ
れ
ま
す
。

⑴ 

先
進
技
術
を
活
用
し
た
よ
り
総
合
的
な
輸

送
サ
ー
ビ
ス
と
技
術
の
開
発

⑵ 

e
‐
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
活
用
し
た
戦
略

的
道
路
輸
送
ル
ー
ト
を
中
心
に
全
国
的
な
輸

送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

⑶ 

各
県
の
輸
送
業
者
へ
の
所
得
分
配
の
た
め

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
と
販
売
部
門
へ
の
投

資⑷ 

事
業
拡
大
と
並
行
し
て
利
益
を
得
る
た
め

経
営
及
び
技
術
へ
の
投
資　

　

そ
し
て
、
4
年
後
の
2
0
2
5
年
に

S
E
T
に
上
場
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

タ
イ
の
物
流
業
界
は
、
海
外
か
ら
の

大
企
業
の
参
入
も
あ
り
競
争
が
激
化
し

て
い
ま
す
が
、GIZT

IX

の
強
み
は
、
企

業
顧
客
に
特
化
し
、
競
争
率
の
低
い
大

型
商
品
を
メ
イ
ン
に
扱
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
業
務
プ
ロ
セ

ス
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
、
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
顧
客
向
け
に
充

実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
高
い
顧
客
信
頼
度
を
得
て
い

ま
す
。
2
0
2
0
年
か
ら
21
年
に
か
け

て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
下
で
は
事
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
化
が
広
ま
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て

GIZT
IX

に
よ
る
配
送
サ
ー
ビ
ス
は
年
間

50
万
件
、
4
2
0
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

タ
イ
の
輸
送
業
は
年
間
1
9
0
憶
米

ド
ル
以
上
の
規
模
で
、
タ
イ
は
輸
送
及

び
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
の
戦
略
的
ハ
ブ
で
あ

る
こ
と
か
ら
さ
ら
な
る
成
長
を
見
込
め

ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
分
野
で
の
デ
ー
タ
通
信
や
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
確
立

が
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
でGIZT

IX

が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
、
全
国
物

流
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
タ
イ
の

流
通
業
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

チ
ャ
ル
ン
ポ
カ
パ
ン
・
グ
ル
ー
プ

（
C
P
グ
ル
ー
プ
）、
W
H
A
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
社
、
チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ

ス
ピ
タ
ル
・
グ
ル
ー
プ
（
C
H
G
）
の

３
社
は
共
同
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
患
者
を
治
療
す
る
高
水
準
の
野

戦
病
院
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
倉
庫
を
改
造
し
野

戦
病
院
と
な
る
場
所
を
提
供
し
、
チ
ュ

ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
グ
ル
ー
プ

が
医
師
、
看
護
師
、
医
療
用
品
、
機
器

な
ど
の
医
療
サ
ポ
ー
ト
を
全
面
的
に
提

供
し
ま
し
た
。
C
P
グ
ル
ー
プ
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
心
に
資
金
面
で

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

C
P
グ
ル
ー
プ
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
、

チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
グ
ル
ー

プ
の
３
異
業
種
に
よ
る
野
戦
病
院
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
中
等
症
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
患
者
を
治
療

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
の
克

服
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
野
戦
病
院

は
、
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ン
県
チ
ョ
ン
ラ

ハ
ン
ピ
チ
ッ
ト
4
キ
ロ
に
あ
る
W
H
A

メ
ガ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
の
1

万
5
2
9
4
平
方
メ
ー
ト
ル
の
倉
庫
内

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

総
合
病
院
に
匹

敵
す
る
こ
の
病
院
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
患
者
を
治
療
す
る
に
あ
た
り
完

璧
な
医
療
設
備
を
備
え
た
最
初
の
野
戦

病
院
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
C
P
‐

W
H
A
‐
C
H
G
野
戦
病
院
は
、

2
0
2
1
年
10
月
6
日
か
ら
稼
働
し
て

い
ま
す
。

　

C
P
グ
ル
ー
プ
C
E
O
のSupachai 

Chearavanont

氏
は
、「
お
よ
そ
2
年

に
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
は
経
済
、
社
会
、
公
衆
衛
生
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
現
在
も
な

お
、
重
篤
な
状
態
に
あ
る
患
者
が
多
数

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
の
民
間
企

WHAグループ、WHAタワーに新オフィスを開設した
Next Energy Development 社を祝福
WHAグループ、WHAタワーに新オフィスを開設した
Next Energy Development 社を祝福

WHAコーポレーション社会長兼グループCEOのジャリーポーン・ジャルコーンサクン
氏とWHA役員らはこのほどWHAタワーに入居したNext Energy Development社
会長兼CEO のPakpoom Wiparkulpitak氏に花束を贈りました。バンナートラッド７
キロ地点に位置するランドマーク、かつ最新のグリーン・テクノロジーを備えるWHAタ
ワーで、Next Energy Development社は事業を強化し、国内および地域で拡大する
顧客に持続可能なエネルギーソリューションを提供することが可能になります。

業
と
し
て
1
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
同

社
は
、
ラ
ー
マ
9
世
の
逝
去
5
周
年
を

記
念
し
、
生
前
、
困
窮
者
を
助
け
、
タ

イ
の
人
々
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
と
い
う

彼
の
献
身
的
な
姿
勢
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
そ
し
て
ラ
ー
マ
10
世
へ
と
受
け
継

が
れ
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」
を
尊

重
し
、
医
療
・
公
衆
衛
生
の
分
野
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る

タ
イ
の
人
々
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
タ

イ
の
人
々
を
支
援
し
援
助
す
る
と
い
う

同
じ
目
標
の
も
と
、
W
H
A 

コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
社
、
チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ

ス
ピ
タ
ル
・
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
、
30

日
間
で
野
戦
病
院
の
建
設
を
完
了
さ
せ

ま
し
た
。
C
P
‐
W
H
A
‐
C
H
G
野

戦
病
院
は
、
高
水
準
の
設
備
と
機
器
を

備
え
、
バ
ン
コ
ク
や
近
隣
の
県
か
ら
中

等
症
患
者
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

C
P
‐
W
H
A
‐
C
H
G
野
戦
病
院

の
ほ
か
に
も
、
C
P
グ
ル
ー
プ
で
は
同

様
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
3
つ
運
営
し
て

い
ま
す
。
ル
ー
ト
シ
ン
病
院
に
よ
る

ル
ー
ト
シ
ン
野
戦
病
院
は
保
健
省
医
療

サ
ー
ビ
ス
部
と
プ
ル
ク
サ
不
動
産
と
共

同
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
重
症
か

WHA ユーティリティ＆パワー社（WHAUP）の経営陣は、エネルギー委員会
のWHAイースタン・シーボード工業団地１（WHA ESIE1）とWHAイースタン・
シーボード工業団地（WHA ESIE）訪問を歓迎しました。エネルギー委員会メ
ンバーは、WHA ESIE 1にあるガルフ・エナジー・デベロップメント社の子会社
である独立系発電事業者（IPP）、ガルフSRC社を案内されました。訪問の目的は、
WHA 工業団地内で使用されている電力や再生可能エネルギーなどのユーティリ
ティやエネルギーの管理について情報共有をすることにありました。

WHAUP、
エネルギー委員会のWHA工業団地訪問を歓迎
WHAUP、
エネルギー委員会のWHA工業団地訪問を歓迎

WHAユーティリティ＆パワー社（WHAUP）は、工業団地における
完全統合型ユーティリティと電力サービスの提供において、主導的な
役割を担っていています。同社はイースタンシーボード工業団地（ラ
ヨーン）で、820kWpの屋根置き型太陽光発電プロジェクトと
550kWhの蓄電システム（BESS）を立ち上げ、電力系統に電力を
供給します。11月の商業運転（COD）開始後、WHAUPは、年間
約 400万バーツのエネルギーコスト削減と、最大10,500トンの
CO2排出量削減に貢献するとしています。
WHAUP 社 CEO のNiphon Boondechanan博士によると同社の
屋上と浮遊式蓄電システム付き太陽光発電プロジェクトが、イースタ
ンシーボード工業団地（ラヨーン）のユーティリティシステムの重要
な一部であることを明らかにしました。11月に商業運転（COD）を
開始したこの2500万バーツ規模のプロジェクトは、発電容量が
820kWp、蓄電容量が 550kWhとなっています。 太陽電池と蓄電
池（BESS）を設置し、浄水装置の電力を生産・供給しています。
余剰電力は蓄電され、プラントの需要に応じた電力を供給出来ない
場合に不足分を補います。このシステムにより、太陽光エネルギーは
最適に利用され、エネルギーコストを削減することができ、WHA 工
業団地のユーティリティシステムに、より良いエネルギーの安全性と
安定性を提供します。
また、BESSを用いたこの太陽光発電プロジェクトは、年間約 400
万バーツの省エネに貢献し、地球温暖化や温室効果ガスの削減を目
指す産業界の動きに合わせて、CO2排出量を1万500トン削減し
ます。屋根置き型太陽光発電プロジェクトは、設置が簡単でコストも
低く、環境保護に適したソリューションと考えられています。また、
日照時間の長いタイにも適しています。
タイでは、これまで太陽光発電の蓄電システムに制約があったため、太陽光発電だけに頼ることはできませんでした。化
石燃料を使った電力を併用せざるを得ませんが、BESSの技術が発達し、費用も抑えられてくると、制約も減っていきま
した。
WHAUPは、BESSシステムが近い将来、大きな役割を果たすと確信し、より多くの事業者の太陽光発電への転換を促
します。また電力貯蔵システムの潜在的な成長を見越して、顧客のニーズに応えるために、屋上型太陽光発電の開発と
BESSへの投資を加速させています。
Niphon Boondechanan博士は、WHA 工業団地の顧客と屋上型太陽光発電とBESSの設置について継続的に協議
してきたと述べています。ターゲットとしているのは、高コストの生産プロセスを持ち、高いエネルギー安定性を必要と
する企業です。同時にWHAUPでは、WHA 工業団地の事業者からの信頼を高め、エネルギーコストを削減するために、
太陽光発電とBESSシステムを利用したスマートマイクログリッドシステムに関する研究も行っています。　
WHA 工業団地内の事業者のエネルギーの安定性を高めるためWHAUPは太陽光発電プロジェクトへの投資機会を増
やしています。2021年の第 3四半期末には、85メガワットの太陽光発電の購入契約のうち、50メガワット以上の供
給を開始しました。21年末には90メガワット、2023 年には 300メガワットまで太陽光発電の購入契約を増やすこと
を目標としており、産業界の顧客向けに電力とユーティリティを統合したサービスを提供する専門性を発揮しています。

WHAUP社、WHA工業団地のユーティリティシステムのコスト削減および
蓄電システム付き屋根置き型太陽光発電プロジェクトに2500万バーツを投資
WHAUP社、WHA工業団地のユーティリティシステムのコスト削減および
蓄電システム付き屋根置き型太陽光発電プロジェクトに2500万バーツを投資

WHA サラブリ・インダストリアルランド（WHA　SIL）サイト責任者の
Narongsak Chatchawal 氏は WHA インダストリアル・デベロップメント社
（WHA ID）を代表して古河電池の従業員らが２回目の新型コロナワクチン接
種を行う会場を手配しました。ワクチンは中国シノファーム製で、チュラボーン・
ロイヤル・アカデミーにより提供されました。新型コロナウイルスの感染拡大
を抑え、変異株の出現を防ぐための有効なワクチン投与のため、ノンケー病院
の医療チームが接種会場に赴きました。

WHAグループ、古河電池（株）の2回目ワクチン接種会場を提供WHAグループ、古河電池（株）の2回目ワクチン接種会場を提供

WHA インダストリアル・デベロップメント社顧問の Sunthorn 
Kongsunthornkitkul 氏（写真３人目）は WHA サラブリ・イン
ダストリアルランド（WHA　SIL）代表団とともに洪水被害にあっ
た被害者のための寄付金 10 万バーツを Somphop Samitasiri サ
ラブリ県副知事（写真中央）へ手渡しました。

WHA、サラブリ県の洪水被害者を支援WHA、サラブリ県の洪水被害者を支援

WHA インダストリアル・デベロップメント社が開発した WHA インダス
トリアルランド（WHA　SIL）はサラブリ県内で操業する企業の事故件
数削減を目標としたパイロットプロジェクトとして実施された「事故防止
プログラム」への支援が評価され、県内の労働保護福祉局より特別表
彰を受けしました。今回の受賞は、安全で生産性の高い職場環境において従業員の福利厚生を促進するための優れた取
り組みが評価されたもので、Somphop Samitasiri サラブリ県副知事（写真前列中央）より、WHAインダストリアル・
デベロップメント社の工業団地運営ディレクター Rakphol Kangnoy 氏（左 3 人目）とWHA SIL の顧客らに賞が贈ら
れました。

WHAサラブリ・インダストリアルランド、
労働管理と事故防止部門で受賞
WHAサラブリ・インダストリアルランド、
労働管理と事故防止部門で受賞

WHA サラブリ・インダストリアルランド（WHA SIL）サイト責任者の
Narongsak Chatchawan 氏（写真左から 2 番目）は、WHA インダスト
リアル・ディベロップメント社（WHA ID）を代表して、労働省社会保障事
務局（SSO）が設置した予防接種センターに飲料水 100 ダースを寄贈しました。寄付は SSO 局長 Pailin 
Jindamaneeporn 氏（写真左から 3 番目）、SSO サラブリ県職員の Naruemon Cheorbundit 氏、Kalaya 
Hemanat 氏が受け取りました。飲料水は、新型コロナワクチンの初回接種のためにノンケー競技場に来たノンケー地区
とウィハーンデーン地区の人々に配られました。WHA サラブリ・インダストリアルランドでは、地域の人々がウイルスに
対する免疫力をつけるために予防接種を受けることを重要視しています。

WHA、サラブリ県ノンケー地区の
ワクチン接種会場に飲料水を提供
WHA、サラブリ県ノンケー地区の
ワクチン接種会場に飲料水を提供

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
社
会
貢
献
と
環

境
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
タ
イ

証
券
取
引
所
（
S
E
T
）「SE

T
 

A
w
ards 2021

」
不
動
産
・
建
築
分

野
の
上
場
企
業
を
対
象
と
す
る
ラ
イ
ジ

ン
グ
ス
タ
ー
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
賞

CSR

ら
中
等
症
患
者
ま
で
を
収
容
す
る
野
戦

病
院
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ノ
パ
ラ
ッ

ト
ラ
チ
ャ
タ
ニ
病
院
と
ラ
ム
カ
ム
ヘ
ン

大
学
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
隔
離
セ
ン
タ
ー
で
は
軽

症
患
者
に
安
全
な
隔
離
場
所
を
提
供

し
、
医
療
資
源
を
保
管
し
ま
す
。
ま
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
無
症
状
患
者

を
治
療
す
る
た
め
使
用
さ
れ
る
漢
方

薬
、
通
称
「
フ
ァ
ー
タ
ラ
イ
ジ
ョ
ー
ン
」

と
呼
ば
れ
る
ア
ン
ド
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ス
・

パ
ニ
ク
ラ
ー
タ
（
日
本
名
：
穿
心
蓮
）

の
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

カザフスタン大使、カザフスタン独立30周年を記念して
WHAグループCEOへ宝飾品を贈呈
カザフスタン大使、カザフスタン独立30周年を記念して
WHAグループCEOへ宝飾品を贈呈

（
１
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

　

C
P
‐
W
H
A
‐
C
H
G
野
戦
病

院
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
復
興

を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
民
間
セ
ク

タ
ー
協
力
の
好
例
と
言
え
ま
す
。
タ

イ
国
民
と
国
が
危
機
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
重
要
な
拠

点
と
し
て
、
W
H
A
メ
ガ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
の
1
万

5
2
9
4
㎡
の
倉
庫
を
無
償
の
野
戦

病
院
と
し
て
改
築
し
ま
し
た
。
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
、
感
染
拡
大

を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
患
者
が

迅
速
に
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
他
の
総
合
病
院

と
同
等
の
水
準
を
保
て
る
よ
う
、
病

院
内
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
人
口
密

集
地
か
ら
離
れ
た
場
所
で
、
チ
ュ
ラ

ラ
ッ
ト
病
院
の
隣
接
し
、
ア
ク
セ
ス

は
便
利
で
す
。
C
P
‐
W
H
A
‐

C
H
G
野
戦
病
院
は
、
7
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
ー
カ
ン
・

ル
ア
ム
ジ
ャ
イ
５
病
院
に
続
き
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
サ
ム
ッ

ト
プ
ラ
カ
ー
ン
県
で
2
軒
目
の
野
戦

病
院
と
な
り
ま
す
。
W
H
A 

コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
長
兼
グ
ル
ー
プ

C
E
O
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル

コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
「
医
療
を
強
化

し
、
タ
イ
の
人
々
の
福
利
厚
生
向
上

に
貢
献
す
る
と
い
う
当
グ
ル
ー
プ
の

取
り
組
み
を
反
映
し
た
も
の
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　

チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
・

グ
ル
ー
プ
執
行
委
員
長
兼
病
院
長
の

K
am
pol Plussin

博
士
は
、「
サ
ム
ッ

ト
プ
ラ
カ
ー
ン
県
と
そ
の
近
県
で

は
、
重
症
及
び
中
等
症
患
者
の
た
め

の
病
床
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
チ
ュ

ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
グ
ル
ー

プ
は
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
県
に
あ

り
、
タ
イ
の
東
部
諸
県
に
複
数
の
支

部
を
持
つ
私
立
病
院
グ
ル
ー
プ
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
前

線
に
立
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は
、

C
P
グ
ル
ー
プ
と
W
H
A
グ
ル
ー
プ

と
協
力
し
て
、
C
P
‐
W
H
A
‐

C
H
G
野
戦
病
院
を
建
設
し
、
総
合

病
院
か
ら
中
等
症
の
患
者
ら
を
預
か

る
こ
と
で
一
般
病
院
の
負
担
を
軽
減

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
野
戦
病
院
は
、
タ
イ
保
健
省
の

基
準
を
満
た
す
医
療
機
器
や
設
備
を

備
え
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
患
者
を
治
療
す
る
た
め
の
設
備

は
総
合
病
院
と
同
等
で
あ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
最
低
で
も
15
人
の
医

師
と
40
〜
50
人
の
看
護
師
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
無
休
体
制
で
患

者
ら
の
ケ
ア
に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、

薬
や
医
療
用
品
を
扱
う
調
剤
室
、
検

査
室
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
も
備
え
て
い

ま
す
。
栄
養
士
が
常
駐
し
、
適
切
な

栄
養
指
導
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
合

併
症
の
あ
る
患
者
の
た
め
の
移
動
式

透
析
装
置
や
、
衣
服
の
管
理
シ
ス
テ

ム
も
あ
り
ま
す
。
当
野
戦
病
院
は
治

療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
し
、
公

衆
衛
生
シ
ス
テ
ム
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　

C
P
‐
W
H
A
‐
C
H
G
野
戦
病

院
は
、
10
月
上
旬
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
中
等
症
患
者
の
受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。
14
の
チ
ュ

ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
が
患
者
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
サ
ム
ッ

ト
プ
ラ
カ
ン
県
の
W
H
A
メ
ガ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
こ

の
野
戦
病
院
で
の
治
療
に
割
り
振
る

予
定
で
す
。

　

C
P
‐
W
H
A
‐
C
H
G
野
戦
病

院
は
、
以
下
の
通
り
、
最
新
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆

使
し
、
他
の
総
合
病
院
と
同
等
の
水

準
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

⒈ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
を
防

止
の
た
め
、
各
患
者
ベ
ッ
ド
の
頭
部
に

換
気
パ
イ
プ
を
設
置
し
、
効
率
的
な
換

気
と
紫
外
線
殺
菌
を
可
能
と
す
る

⒉ 

陰
陽
圧
室
を
設
置
。
陰
圧
感
染
隔
離

室
で
は
病
室
か
ら
他
の
エ
リ
ア
へ
の
ウ

イ
ル
ス
の
拡
散
を
防
ぎ
、
陽
圧
室
は
他

の
エ
リ
ア
か
ら
室
内
へ
の
ウ
イ
ル
ス
の

拡
散
を
防
ぐ

⒊ 

医
療
機
器
用
R
O
水
製
造
装
置
、
特

に
治
療
の
た
め
に
純
粋
が
必
要
と
な
る

透
析
患
者
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

⒋ 

酸
素
ボ
ン
ベ
を
含
む
医
療
ガ
ス
や
術

中
患
者
の
治
療
や
医
療
従
事
者
た
め
の

医
療
用
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム

⒌ 

高
流
量
酸
素
療
法
と
心
拍
・
バ
イ
タ

ル
サ
イ
ン
モ
ニ
タ
ー

⒍ 

合
併
症
用
の
移
動
式
血
液
透
析
装
置

⒎ 

他
の
総
合
病
院
と
同
等
の
技
術
水
準

を
持
つ
検
査
室
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
、
24

時
間
体
制
の
薬
品
・
医
療
品
室

⒏ 

看
護
師
や
医
療
従
事
者
が
患
者
の
モ

ニ
タ
ー
や
ケ
ア
を
す
る
た
め
の
特
別
な

医
療
機
器
を
備
え
た
ナ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

⒐ 

中
等
症
患
者
用
の
緊
急
通
報
装
置
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
に
す
ぐ
に
助
け
を
求
め

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ 

ン
シ
ス

テ
ム
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

⒑ 

5
G
通
信
シ
ス
テ
ム
の
完
備
。

C
C
T
V
（
監
視
カ
メ
ラ
）、
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
か
ら
有
線
オ
ー
デ
ィ
オ
シ
ス
テ
ム
、

患
者
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
利

用
す
る

S a t u r d a y  F e b r u a r y  5 ,  2 0 2 2

EWSEWSWHA GROUP
http://www.wha-group.comWHAグループニュース vol.40

WHAグループニュース

4

制作 バンコク週報インターナショナル 株式会社
Bangkok Shuho International Co., Ltd.
Charn Issara Tower 1st Fl., 942/43 Rama 4 Rd., Suriyawongse, Bangrak, Bangkok 10500
電話：(+66) 2632-9179　　ファックス：(+66) 2632-9354　　ウェブサイト：www.bangkokshuho.com　　Ｅメール：info@bangkokshuho.com

S a t u r d a y  F e b r u a r y  5 ,  2 0 2 2NNNNEWSEWSWHA GROUP

NN

777 WHA TOWER, 23rd–25th Floor, Moo 13, Debaratna Road (Bangna-Trad) KM.7, Bang Kaeo, Bang Phli, Samutprakarn 10540



　

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

＆
パ
ワ
ー
（
W
H
A
U
P
）

社
C
E
O
の
ニ
ポ
ン
博
士

は
同
社
が
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
に
行
っ
た
脱
塩
再
生

水
に
関
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
評
価
さ
れ
、
タ
イ
証
券

取
引
所
（
S
E
T
）
よ
り

2
0
2
1
年
優
秀
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
企
業
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
を
受
け
、
喜
び
の
気
持

ち
を
示
し
ま
し
た
。
S
E
T

に
よ
り
授
与
さ
れ
た
優
秀
イ

ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
企
業
賞
は
同

社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
向
け
た
原
動
力
と
し
て
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
わ
り
方
を
評
価
し
て
い
ま
す
。
人
材
戦

略
を
通
じ
て
、
従
業
員
た
ち
が
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
自
然
と

生
み
出
せ
る
よ
う
な
職
場
環
境
の
整
備
に
も
努
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
賞
は
W
H
A
U
P
の
D
N
A
に
根
付
く
、
社
会
に
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
を
も
た
ら
す
質
の
高
い
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

な
事
業
を
示
す
名
誉
あ
る
賞
で
す
。
W
H
A
U
P
は
長
期
的

に
国
の
経
済
と
社
会
へ
成
長
を
も
た
ら
す
モ
デ
ル
と
も
い
え

る
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
・
ゲ
ア
ン
１
の
現
状
と
今
後

労
働
力
不
足
に
直
面
す
る
南
ベ
ト
ナ

ム
、
一
方
、
北
中
部
で
は
U
タ
ー
ン

就
職
す
る
人
々
が
増
加

　

ゲ
ア
ン
省
に
住
むPhuon

g
さ
ん
は

毎
朝
早
く
か
ら
30
分
ほ
ど
バ
イ
ク
に
乗

り
仕
事
場
に
通
っ
て
い
ま
す
。
夜
、
仕

事
か
ら
戻
る
と
、
食
事
の
支
度
を
し
、

家
族
の
世
話
を
し
ま
す
。
こ
の
37
歳
の

母
親
の
収
入
は
4
0
0
万
ベ
ト
ナ
ム
・

ド
ン
（
V
N
D
）
で
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
工
房
で
働
い
て
い
た

時
の
１
／
２
ほ
ど
で
す
が
、
そ
れ
で
も

と
て
も
生
活
は
充
実
し
て
お
り
幸
せ
で

あ
る
と
い
い
ま
す
。　

　

Phuon

さ
ん
は
高
校
を
卒
業
し
て
か

ら
昨
年
9
月
に
ゲ
ア
ン
省
に
戻
る
ま

で
、
ず
っ
と
南
部
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で

働
い
て
い
ま
し
た
。Phuon

さ
ん
と
3

人
の
姉
妹
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
2
カ

月
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
危
機

と
向
き
合
い
、
最
終
的
に
ゲ
ア
ン
省
に

戻
っ
て
定
職
に
就
こ
う
と
決
め
た
の
で

し
た
。
姉
妹
全
員
、
同
じ
決
断
を
下
し

ま
し
た
。

　

夫
と
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
食
事
を

と
り
な
が
ら
、Phuon

さ
ん
は
２
カ
月

前
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
の
隔
離
生
活
を

思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。「
姉
妹
4
人

で
20
平
米
に
満
た
な
い
小
さ
な
部
屋
で

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
食
べ
て
い
ま
し

た
」。
家
の
近
く
で
安
定
し
た
職
に
就

き
、
日
々
、
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご
す

こ
と
が
出
来
る
の
は
何
よ
り
も
幸
せ
だ

と
い
い
ま
す
。

　

ゲ
ア
ン
省
の
労
働
・
疾
病
兵
・
社
会

局
に
よ
る
と
、
2
0
2
1
年
1
月
か
ら

10
月
の
間
に
帰
省
し
た
ゲ
ア
ン
住
民
は

9
万
2
0
0
0
人
で
、Phuon

さ
ん
は

そ
の
う
ち
の
1
人
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
南
部
の
省
・

市
か
ら
帰
省
し
た
労
働
者
は
6
万

6
7
0
0
人
に
達
し
て
お
り
、
そ
の

62
％
は
未
熟
練
労
働
者
で
す
。
さ
ら
に
、

北
部
の
省
か
ら
も
2
万
5
3
0
0
人
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

他
省
か
ら
帰
省
し
た
労
働
者
の
う
ち

4
万
5
2
0
0
人
以
上
が
経
済
地
区
で

の
仕
事
に
申
し
込
み
、
3
0
0
0
人

が
海
外
で
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

ゲ
ア
ン
省
労
働
・
疾
病
兵
・
社
会
局

に
よ
る
と
省
内
の
57
企
業
で
月
収

5
0
0
万
V
N
D
か
ら
3
0
0
0
万

V
N
D
の
労
働
力
が
1
万
5
0
0
0

人
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。　

　

10
月
の
プ
レ
ス
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
ゲ
ア
ン
省
労
働
・
疾
病
兵
・
社
会

局
の
B
u
i 

V
a
n 

H
u
n
g
次

長
は
他
省
か
ら
見
込
ま
れ
る
帰
省
者

4
万
5
0
0
0
人
に
は
省
内
外
の
企

業
へ
の
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
る
と

発
表
し
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
主
要
な
経
済
地

区
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
人
材
不

足
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
北
中
部
な

ど
他
の
地
域
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
す

る
人
の
波
で
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

す
。
ゲ
ア
ン
省
に
所
在
す
る
企
業
は

1
9
0
万
人
の
労
働
人
口
に
加
え
、

ハ
テ
ィ
ン
省
や
タ
イ
ン
ホ
ア
省
な
ど

隣
接
す
る
省
か
ら
も
多
く
の
経
験
豊

富
な
労
働
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

か
つ
て
の
中
部
地
方
は
農
業
が
主

な
産
業
で
、
人
々
は
仕
事
を
見
つ
け

る
た
め
に
何
千
キ
ロ
も
移
動
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
、

北
中
部
地
域
は
、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１　

ゲ
ア
ン
な
ど

新
し
い
、
近
代
的
な
工
業
団
地
の
開

発
に
よ
り
、
国
内
外
の
企
業
が
工
場

を
設
置
す
る
魅
力
的
な
土
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
F
D
I
進
出

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
課
題

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
数

年
、
ベ
ト
ナ
ム
は
外
資
系
企
業
に

と
っ
て
有
望
な
直
接
投
資
先

（
F
D
I
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
問
題
研
究
所

（
S
I
I
A
）
の
最
新
レ
ポ
ー
ト
で

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
レ
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
と
、

ベ
ト
ナ
ム
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
大
流
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国

人
投
資
家
と
っ
て
の
関
心
の
高
い
目

的
地
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
F
D
I

の
流
入
は
、
2
0
2
0
年
の
登
録
資

本
金
が
2
8
5
億
ド
ル
、
2
0
2
1

年
9
月
期
が
2
2
1
億
ド
ル
と
、
高

水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
「
ベ
ト
ナ
ム
は
、
主
要
市
場
に
近
接

し
て
お
り
、
大
規
模
な
国
内
市
場
、

豊
富
な
若
く
熟
練
し
た
労
働
力
や

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す

る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定

（
C
P
T
P
P
）
や
最
近
の
E
U
ベ
ト

ナ
ム
自
由
貿
易
協
定
（
E
V
F
T
A
）、

地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携
協
定

（
R
C
E
P
）
を
含
む
多
数
の
主
要
自

由
貿
易
協
定
、
整
備
さ
れ
た
交
通
イ
ン

フ
ラ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
重
要
か
つ
強
み

と
な
る
要
素
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、

海
外
の
潜
在
的
投
資
家
の
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
」
と
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
副
会
長
兼
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
・

国
際
部
門
取
締
役
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー

ド
ン
氏
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

韓
国
の
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
S
K
グ

ル
ー
プ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ト
ッ
プ
食
品

飲
料
・
小
売
企
業
で
あ
る
マ
サ
ン
・
グ

ル
ー
プ
傘
下
の
ザ
・
ク
ラ
ウ
ン
・
エ
ッ

ク
ス
に
3
億
4
千
万
ド
ル
を
投
資
し
ま

し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
飼
料
製
造
デ
・
ハ

ウ
ス
社
は
、
東
南
ア
ジ
ア
飼
料
市
場
で

の
地
位
を
強
化
す
る
た
め
、
マ
サ
ン
・

グ
ル
ー
プ
の
飼
料
事
業
を
買
収
し
ま
し

た
。
韓
国
の
ア
ム
コ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

社
は
、
バ
ク
ニ
ン
省
の
半
導
体
製
造
工

場
に
16
億
ド
ル
を
投
入
す
る
予
定
で
す
。

　

ゲ
ア
ン
省
東
南
経
済
区
の
報
告
に
よ

る
と
、
2
0
2
0
年
に
入
っ
て
か
ら
、

V
S
I
P
ゲ
ア
ン
工
業
団
地
と
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
・
ゲ
ア
ン

は
そ
れ
ぞ
れ
8
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、
ホ
ア
ン
マ
イ

I
工
業
区
で
は
現
在
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

投
資
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
は
ベ
ト
ナ

ム
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
、
W
H
A
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１
ゲ
ア
ン
で
は

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
気
候
変
動
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

こ
こ
数
年
、
気
候
変
動
は
激
化
し
て

お
り
、
世
界
中
で
そ
の
影
響
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催

さ
れ
た
第
26
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締

約
国
会
議
（
C
O
P
2
6
）
を
は
じ
め
、

そ
の
影
響
を
軽
減
し
、
解
決
策
を
見
出

す
た
め
の
国
際
協
力
の
取
り
組
み
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
は
、

経
済
成
長
だ
け
で
な
く
、
環
境
・
社
会
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
（
E
S
G
）
に

焦
点
を
当
て
た
持
続
可
能
な

開
発
コ
ン
セ
プ
ト
を
採
用
す

る
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
。  

国
際
企
業
の
事
例
を
調
べ
て

い
る
と
、
環
境
負
荷
を
減
ら

す
た
め
に
環
境
に
配
慮
し
た

事
業
を
実
践
し
て
い
る
組
織

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
世
界

的
な
ハ
イ
テ
ク
企
業
で
あ
る

G
oogle

は
、
地
球
温
暖
化
抑

制
の
た
め
に
輸
送
プ
ロ
セ
ス

を
見
直
す
こ
と
で
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
製

品
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減

し
、
2
0
2
2
年
ま
で
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
一
部
リ
サ
イ
ク
ル

素
材
を
採
用
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

英
国
の
消
費
財
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ユ

ニ
リ
ー
バ
は
、
2
0
3
0
年
ま
で
に

清
掃
用
品
な
ど
の
原
料
に
使
わ
れ
て

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
安
定
的
な
事
業
運
営
と

健
全
な
財
務
管
理
が
評
価
さ
れ
、

T
R
I
S
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
社
に
よ
る

会
社
格
付
け
評
価
「
A
-
」
を
獲
得

多
く
の
投
資
家
を
迎
え
て
き
た
と
話
し

ま
す
。
特
に
2
0
2
1
年
に
入
っ
て
は

G
oertek Precision Industry

、
ジ

ア
ン
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
、 T

hanh T
y 

S
erv

ice T
rad

in
g

、V
ietw

in
 

Industrial

、
ミ
ン
フ
ー
・
ス
テ
ィ
―

ル
な
ど
の
投
資
が
あ
り
ま
し
た
。

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
・

ゲ
ア
ン
を
投
資
先
に
選
ん
だ
主
な
理
由

を
尋
ね
る
と
、
ど
の
企
業
も
同
社
の
高

度
の
イ
ン
フ
ラ
、
工
業
団
地
開
発
30
年

に
及
ぶ
専
門
性
、
戦
略
的
立
地
、
税
制

と
非
課
税
優
遇
措
置
、
ベ
ト
ナ
ム
当
局

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
あ
げ
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
労
働
力
の
確
保
と
質
の

重
要
性
も
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
面
積
1
4
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

‒ 

ゲ
ア
ン
の
フ
ェ
ー
ズ
1
の
イ
ン
フ
ラ

が
完
成
し
ま
し
た
。
販
売
可
能
な
土
地

の
54
％
は
、
香
港
、
日
本
、
タ
イ
、
中
国
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
10
以
上
の
投
資
家
へ

賃
貸
さ
れ
、
事
業
分
野
は
建
築
資
材
、

食
品
加
工
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
、
電
子

機
器
と
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
W
H
A
グ

ル
ー
プ
で
は
、
こ
の
数
字
が
今
後
、
数

年
に
渡
り
増
加
す
る
と
予
測
し
ま
す
。

　

工
業
用
地
に
対
す
る
顧
客
の
需
要
が

高
ま
る
中
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
ゲ

ア
ン
省
で
の
事
業
展
開
を
加
速
し
、
残

り
の
フ
ェ
ー
ズ
の
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
。
総
面
積
3
5
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

フ
ェ
ー
ズ
2
に
つ
い
て
は
昨
年

2
0
2
1
年
5
月
に
必
要
な
改
正
投
資

登
録
証
明
書
を
取
得
し
、
2
0
2
2
年

初
め
に
建
設
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

「
既
に
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
の
関
心
を

寄
せ
て
い
る
顧
客
を
確
保
し
て
い
ま
す
」

と
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
は
明
か
し

ま
し
た
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

は
、
フ
ェ
ー
ズ
1
、
2
、
3
の
合
計

7
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の
後
の
拡
張

分
1
1
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
完
成
す
る

と
、
総
面
積
は
1
8
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
な
り
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
中
国
や
韓

国
な
ど
か
ら
の
投
資
家
が
増
え
、
特
に

北
部
・
北
中
部
で
は
電
子
機
器
、
自
動

車
関
連
、
消
費
財
の
分
野
で
投
資
家
が

増
え
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ラ
ッ
ク
フ
エ
ン
深
海
港
と
物
流
、
労
働

力
の
確
保
、
国
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
起
因
し
ま
す
。

　
「
ゲ
ア
ン
省
の
立
地
は
投
資
の
流
れ
を

呼
び
込
む
、
最
高
の
立
地
に
あ
り
ま
す
」

と
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
は
述
べ
て

い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
物
流
事
業
、

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
事
業
、
電
力
事
業

（
投
資
方
針
に
基
づ
く
R
E
I
T
へ

の
資
産
売
却
に
よ
る
収
益
を
含
む
）

か
ら
の
安
定
的
な
事
業
収
益
、
ま
た

コ
ロ
ナ
禍
で
の
柔
軟
な
財
務
管
理
と

効
率
性
、
４
つ
の
主
力
事
業
を
基
盤

と
す
る
明
確
な
ビ
ジ
ネ
ス
方
針
な
ど

が
評
価
さ
れ
T
R
I
S
レ
ー
テ
ィ
ン

グ
社
に
よ
る
会
社
格
付
け
評
価
で

「
A
－
」
を
受
け
ま
し
た
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会

長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
で
あ
る
ジ
ャ

リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク

ン
氏
は
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

社
が
物
流
及
び
工
業
団
地
運
営
事
業

に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
格
で
あ
り
、
そ

の
安
定
的
な
事
業
運
営
が
評
価
さ

れ
、「
A
－
」
ラ
ン
ク
認
定
を
得
た

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
E
コ
マ
ー

ス
と
小
売
企
業
の
業
績
が
伸
び
る

中
、
倉
庫
と
工
場
の
需
要
が
増
え
、

そ
の
結
果
、
賃
貸
収
入
に
よ
り
高
い

収
益
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ポ

ス
ト
・
コ
ロ
ナ
で
は
土
地
販
売
の
増

加
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム

で
の
堅
調
な
事
業
拡
大
計
画
、
発
電

所
の
電
力
需
要
増
に
よ
る
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
事
業
で
の
安
定
し
た
収
益
、

電
力
事
業
か
ら
の
配
当
収
入
な
ど
が

堅
調
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

今
回
の
格
付
け
に
よ
り
、
当
社
の

財
務
規
律
と
流
動
性
、
財
務
管
理
の

柔
軟
性
と
効
率
性
が
評
価
さ
れ
、
企

業
資
産
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
か
ら
不
動
産

投
資
（
R
E
I
T
）
も
安
定
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

格
付
け
は
当
社
事
業
4
本
柱
の
強

い
基
礎
地
盤
や
、
財
務
管
理
の
効
率

性
、
強
い
財
務
体
質
、
中
長
期
的
に

利
益
を
生
み
出
す
能
力
だ
け
で
な

く
、
企
業
の
資
本
市
場
や
金
融
機
関

か
ら
多
様
な
資
金
調
達
を
反
映
し
て

お
り
、
事
業
の
継
続
性
と
将
来
的
な

成
長
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。　

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
C
E
O
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
国
内
経

済
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
中
、
グ

ル
ー
プ
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
状
況
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
C
E
O

は
述
べ
て
い
ま
す
。
物
流
事
業
は
E

コ
マ
ー
ス
と
小
売
事
業
に
支
え
ら
れ

継
続
的
に
伸
び
て
い
ま
す
。
工
業
団

地
事
業
に
つ
い
て
も
チ
ャ
イ
ナ
・
プ

ラ
ス
ワ
ン
政
策
に
よ
る
海
外
投
資
家

の
生
産
拠
点
の
リ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
移
動
制
限
緩
和
に

よ
り
投
資
家
が
タ
イ
に
入
国
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
利
益
を

上
げ
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
事
業
と
電
力
事
業
も
順

調
に
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た

第
4
四
半
期
に
は
W
H
A
リ
ア
ル
エ

ス
テ
ー
ト
（
W
H
A
R
T
）
へ
の
資

産
売
却
も
予
定
通
り
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

物
流
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍
で
レ

デ
ィ
・
ト
ウ
・
ビ
ル
ト
型
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
及
び
レ
ン
タ
ル
倉
庫
、
高
品
質

の
物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
需
要
が
増

え
、
短
期
賃
貸
契
約
は
年
間
目
標
を

上
回
る
10
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
に

達
し
、
好
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

ま
た
年
内
に
11
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を

占
有
す
る
５
つ
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
遂
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
な
タ
イ
プ
の
オ
フ
ィ
ス
を

求
め
る
投
資
家
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
場
所
の
レ
ン

タ
ル
オ
フ
ィ
ス
を
提
供
す
る

「
W
H
A
オ
フ
ィ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
長

期
的
に
物
流
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
コ

ス
ト
を
削
減
し
効
率
化
を
図
る
ス

マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し

た
新
商
品
の
開
発
と
サ
ー
ビ
ス
提
供

も
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
と
協
力
し
て
、
完
全
統
合
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　

工
業
団
地
事
業
で
は
現
在
、
12
カ

所
（
内
訳
タ
イ
国
内
11
カ
所
、
ベ
ト

ナ
ム
1
カ
所
）
の
工
業
団
地
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
新
規
に
工
場

を
開
設
す
る
こ
と
を
望
む
世
界
中
の

投
資
家
ら
の
要
望
に
応
え
、
タ
イ
国

内
で
さ
ら
に
3
カ
所
、
ベ
ト
ナ
ム
に

も
2
カ
所
開
発
す
る
予
定
で
す
。
同

社
で
は
ス
マ
ー
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

ス
マ
ー
ト
・
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
、
ス

マ
ー
ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
と
い
っ

た
統
合
的
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
顧
客
の
投
資
と
成
長
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
工
業
団

地
の
開
発
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

タ
イ
及
び
周
辺
ア
ジ
ア
諸
国
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
に
よ
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
は
改
善
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
政
府
に
よ
る
開
国
と
渡
航
制
限
も

解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
地
域
の
貿

易
や
投
資
が
刺
激
さ
れ
、
当
社
の
工

い
る
化
石
燃
料
を
、
再
生
可
能
な
原

料
に
置
き
替
え
る
こ
と
で
脱
炭
素
へ

と
転
換
し
て
い
き
ま
す
。

　

SD
G
s R
eport 

2
0
2
1
で

は
、
タ
イ
は
地
域
平
均
の
65
・
7
ポ

イ
ン
ト
を
上
回
る
74
・
2
ポ
イ
ン
ト

で
、
1
6
5
カ
国
中
43
位
に
ラ
ン
ク

イ
ン
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、所
得
、

健
康
、
福
祉
に
お
け
る
不
平
等
な
ど

多
く
の
分
野
で
依
然
と
し
て
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
タ
イ
は
前
年
度
と

比
べ
て
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
主
要
な
課
題
に
は

ま
だ
ま
だ
改
善
が
必
要
で
す
。
政
府

は
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
計
画
、

天
然
資
源
管
理
計
画
、
東
部
経
済
回

廊
（
E
E
C
）
の
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
を
通
じ

て
実
現
に
向
け
た
努
力
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
中
で
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。

　

民
間
企
業
も
ま
た
、
最
新
技
術
を

駆
使
し
て
環
境
に
や
さ
し
い
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
で
、
そ
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
W
H
A

グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
で
あ
る

W
H
A
U
P
社
は
、
2
0
2
3
年
ま

で
に
3
0
0
M
W
の
太
陽
光
発
電
を

行
い
、
年
間
最
大
1
5
0
ト
ン
の
二

酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
同
社
は
ま
た
、
東
南
ア

ジ
ア
で
初
め
て
欧
州
の
排
出
基
準
を

満
た
し
た
廃
棄
物
焼
却
・
発
電
プ
ラ

ン
ト
のChonburi Clean Energy

社
へ
の
投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最

先
端
の
技
術
を
搭
載
し
た
こ
の
発
電

所
は
、
8
・
6
3
M
W
の
発
電
容
量

を
持
ち
、
年
間
1
0
万
ト
ン
の
産
業

廃
棄
物
を
電
力
に
変
換
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

気
候
変
動
の
問
題
は
、
も
は
や
無

視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
早
急
に
対

処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
持
続

可
能
な
発
展
の
た
め
に
は
、
す
べ
て

の
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
が
協
力
し
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

WHAUP、2021年優秀イノベーティブ
企業賞を受賞

　

W
H
A 

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
社
は
こ
の
ほ
ど
、
日
本
ア
セ
ア
ン
セ
ン

タ
ー
と
共
同
で
「
ゲ
ア
ン
省
を
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
略

的
製
造
拠
点
と
し
て
」
と
題
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。 

本
セ
ミ
ナ
―
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、

特
に
ゲ
ア
ン
省
へ
の
投
資
機
会
を
探
っ
て
い
る
日

本
企
業
を
対
象
に
、 

ゲ
ア
ン

省
へ
の
投
資
の
メ
リ
ッ
ト
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
簡
素
な
投

資
手
続
き
方
法
、
日
本
の
投

資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社

国
際
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

A
nchalee Prasertchand

氏
は
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
へ
の
参

加
者
を
歓
迎
し
、
工
業
地
帯

開
発
に
お
け
る
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
35
年
の
経
験
と
専

門
知
識
な
ど
の
概
要
を
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
・

ゲ
ア
ン
1
が
イ
ン
フ
ラ
や

サ
ー
ビ
ス
の
面
で
日
本
か
ら

の
投
資
家
を
受
け
入
れ
る
準

備
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

　

W
H
A 

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
営
業
開
発
部
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
湯
浅
謙
一
氏
は
、
W
H
A 
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
・
ゲ
ア
ン 

1
の
世
界
ク
ラ
ス

の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
イ
ン
フ
ラ
を
紹
介
し
、
抜

き
ん
出
た
開
発
、
運
用
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
能
力
を

強
調
、
投
資
家
が
円
滑
に
運
営
し
、
持
続
的
成
長

を
W
H
A
と
と
も
に
達
成
で
き
る
と
説
明
し
ま
し

た
。

　

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
ゲ
ア
ン
省
外
務
庁
の

T
ran K

hanh T
huc

局
長
が
、
ゲ
ア
ン
省
の
良

好
な
環
境
と
政
府
の
F
D
I
支
援
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

　

日
本
の
投
資
家
を
奨
励
す
る
た
め
、
計
画
投
資

省　

外
国
投
資
庁　

投
資
促
進
セ
ン
タ
ー　
（
北

部
）
副
局
長
のD

o T
hi Q
uynh N

ga

氏
が
、

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
F
D
I
と
優
遇
政
策
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

業
団
地
運
営
事
業
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。
と
同
時
に

中
国
の
深
刻
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に

よ
り
、
多
く
の
投
資
家
が
タ
イ
や
ベ

ト
ナ
ム
へ
の
生
産
拠
点
の
移
転
を
加

速
し
て
い
ま
す
。

　

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
事
業
で
は
タ
イ

と
ベ
ト
ナ
ム
で
の
工
業
用
水
の
販
売

と
管
理
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
主
に
石
油
化
学
分
野
の
発
電
所

な
ど
の
既
存
及
び
新
規
顧
客
か
ら
の

需
要
急
増
に
よ
り
ま
す
。
数
カ
所
の

工
場
で
は
バ
ブ
ル
＆
シ
ー
ル
方
式
を

実
施
し
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
阻
止
し
、
工
業
水
の
消
費
量
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
工
業
団
地
内
の
顧
客
向

け
に
付
加
価
値
の
あ
る
工
業
用
水
の

商
品
開
発
と
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

す
で
に
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
年
間
2
7
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル

容
量
の
W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団

地
の
排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
、
年
間

1
0
0
万
平
方
メ
ー
ト
ル
容
量
の
脱

塩
水
プ
ラ
ン
ト
、
年
間
6
0
0
万
立

方
メ
ー
ト
ル
規
模
の
原
水
代
替
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
開
発
・
建
設
中
で

す
。

　

電
力
事
業
で
は
民
間
電
力
購
入
契

約
（
P
P
A
契
約
）
の
下
、
太
陽
光

発
電
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
再
生
可
能 

エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
投
資
を
拡
大
す
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
工
業
団
地
内
外
の

顧
客
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
開
発
し
、
こ
れ
ま
で
太
陽
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
2
0
2
1
年
に
目
標
と
し

て
い
た
90
M
W
の
う
ち
63
M
W
以
上

の
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
総
発
電

容
量
10
・
9
M
W
の
９
基
の
発
電
プ

ラ
ン
ト
は
建
設
中
で
今
年
中
に
稼
働

す
る
予
定
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技

術
の
導
入
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
容
量
を
大
幅
に
拡
大
し
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
提
供
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工

業
団
地
の
事
業
者
ら
が
適
正
な
価
格

と
コ
ス
ト
で
電
力
を
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
は
全
世
界
に
と
っ
て

難
題
が
山
積
み
の
一
年
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り

人
々
の
日
常
と
仕
事
の
あ
り
方
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
当
社
は
、
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
し
、
最
新
の
I
T
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
、
組
織
、
業
務
プ
ロ
セ

ス
、
思
考
、
デ
ザ
イ
ン
、
顧
客
体
験
、

情
報
を
中
心
と
し
た
リ
ソ
ー
ス
管

理
、
企
業
文
化
の
強
化
に
至
る
ま
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
全
体
の
管
理
を
再
構
築
し

ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
変
化
す

る
市
場
に
対
応
す
る
た
め
の
当
社
の

競
争
力
を
高
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
持
続

性
を
促
進
し
、
将
来
の
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

W
H
A
U
P
、

プ
リ
ン
ク
ス
・
チ
ョ
ン
シ
ェ
ン
・
タ
イ
ヤ
社
と

A
S
E
A
N
最
大
規
模
の

　
屋
上
型
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
締
結

　

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ

ー
社
（
W
H
A
U
P
）
は
中
国
大
手

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
プ
リ
ン
ク
ス
・

チ
ョ
ン
シ
ェ
ン
・
タ
イ
ヤ
（
タ
イ
）

と
屋
根
置
き
型
太
陽
光
発
電
の
電
力

販
売
契
約
（
P
P
A
）
事
業
契
約
を

締
結
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

W
H
A
U
P
は
、
工
業
団
地
内
の
顧

客
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ

ィ
を
統
合
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
と
な
り
ま
す
。　

　

W
H
A
U
P
社
C
E
O
の
ニ
ポ
ン

博
士
に
よ
る
と
、
プ
リ
ン
ク
ス
・
チ

ョ
ン
シ
ェ
ン
・
タ
イ
ヤ
（
タ
イ
）
の

工
場
は
屋
根
置
き
型
太
陽
光
発
電
の

規
模
は
A
S
E
A
N
最
大
級
で
あ

り
、
25
年
間
の
契
約
期
間
中
に
電
気

料
金
は
約
17
憶
5
0
0
0
万
バ
ー

ツ
、
C
O
2
排
出
量
は
約
36
万

6
0
0
0
ト
ン
の
削
減
が
見
込
ま
れ

る
そ
う
で
す
。
本
契
約
の
締
結
は
屋

根
置
き
型
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
お

よ
び
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
高
い
信

頼
性
を
持
つ
W
H
A
U
P
社
と

2
0
1
8
年
よ
り
W
H
A
イ
ー
ス
タ

ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地

（
W
H
A　

E
S
I
E
３
）
に
移
転

し
、
2
8
0
ラ
イ
の
敷
地
を
所
有
す

る
プ
リ
ン
ク
ス
・
チ
ョ
ン
シ
ェ
ン
・

タ
イ
ヤ
（
タ
イ
）
と
の
強
い
信
頼
関

係
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　　

ま
た
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
工

場
屋
根
21
万
9
0
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
と
駐
車
ス
ペ
ー
ス

1
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
使
用

し
、
総
発
電
量
は
19
・
44

M
W
と
な
り
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
安
定
と
顧
客
サ

イ
ド
の
電
力
コ
ス
ト
を
軽
減

し
、
ひ
い
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
・

チ
ャ
ン
ス
を
増
や
す
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
地
球
温

暖
化
を
抑
制
し
て
環
境
保
護

に
も
貢
献
し
ま
す
。        

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
完
了
は
2
0
2
2
年

の
予
定
で
、
こ
れ
に
よ
り

W
H
A
U
P
社
の
総
発
電
量

は
、
持
ち
株
比
率
に
し
て

6
3
5
M
W
相
当
と
な
り
ま

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

収
益
は
25
年
の
契
約
期
間
中
、
年
平

均
で
約
4
0
0
0
万
バ
ー
ツ
に
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

2
0
2
3
年
ま
で
に
太
陽
発
電
事
業

を
計
画
通
り
に
拡
大
し
、
30
万
M
W

規
模
の
電
力
供
給
を
目
指
し
ま
す
。

　

チ
ョ
ン
シ
ャ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
子

会
社
で
あ
る
プ
リ
ン
ク
ス
・
シ
ョ
ン

シ
ャ
ン
・
タ
イ
ヤ
社
社
長Z

h
a
n
g
 

Y
o
u
 G
a
n

氏
は
、
「
W
H
A
U
P

と
の
屋
根
置
き
型
太
陽
光
発
電
の

P
P
A
事
業
契
約
を
締
結
で
き
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
契
約

に
よ
り
、
工
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

が
安
定
し
、
生
産
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
長
期
的
に
双
方
に
利

益
を
も
た
ら
し
、
環
境
保
護
を
促
進

す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
わ

が
社
が
長
期
に
渡
り
目
標
と
し
て
い

た
生
態
系
へ
の
影
響
を
軽
減
、
お
よ

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
達
成

に
も
役
立
ち
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
25
年
間
の
使
用
期
間

中
に
最
大
17
億
5
0
0
0
万
バ
ー

ツ
、
1
年
あ
た
り
平
均
7
0
0
0
万

バ
ー
ツ
の
電
力
代
を
削
減
し
ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
や
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
を
目
標
と
し
た
環
境
政
策

に
沿
っ
て
、
最
大
36
万
6
千
ト
ン
の

C
O
2
排
出
量
を
削
減
し
ま
す
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

W
H
A
ベ
ト
ナ
ム
、

    

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
ゲ
ア
ン
省
を
ベ
ト
ナ
ム
の

                 

戦
略
的
製
造
拠
点
と
し
て
」
を
開
催

W
H
A
ベ
ト
ナ
ム
、

    

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
ゲ
ア
ン
省
を
ベ
ト
ナ
ム
の

                 

戦
略
的
製
造
拠
点
と
し
て
」
を
開
催
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W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

＆
パ
ワ
ー
（
W
H
A
U
P
）

社
C
E
O
の
ニ
ポ
ン
博
士

は
同
社
が
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
に
行
っ
た
脱
塩
再
生

水
に
関
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
評
価
さ
れ
、
タ
イ
証
券

取
引
所
（
S
E
T
）
よ
り

2
0
2
1
年
優
秀
イ
ノ
ベ
ー

テ
ィ
ブ
企
業
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
を
受
け
、
喜
び
の
気
持

ち
を
示
し
ま
し
た
。
S
E
T

に
よ
り
授
与
さ
れ
た
優
秀
イ

ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
企
業
賞
は
同

社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
向
け
た
原
動
力
と
し
て
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
わ
り
方
を
評
価
し
て
い
ま
す
。
人
材
戦

略
を
通
じ
て
、
従
業
員
た
ち
が
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
自
然
と

生
み
出
せ
る
よ
う
な
職
場
環
境
の
整
備
に
も
努
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
賞
は
W
H
A
U
P
の
D
N
A
に
根
付
く
、
社
会
に
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
変
化
を
も
た
ら
す
質
の
高
い
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ

な
事
業
を
示
す
名
誉
あ
る
賞
で
す
。
W
H
A
U
P
は
長
期
的

に
国
の
経
済
と
社
会
へ
成
長
を
も
た
ら
す
モ
デ
ル
と
も
い
え

る
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
・
ゲ
ア
ン
１
の
現
状
と
今
後

労
働
力
不
足
に
直
面
す
る
南
ベ
ト
ナ

ム
、
一
方
、
北
中
部
で
は
U
タ
ー
ン

就
職
す
る
人
々
が
増
加

　

ゲ
ア
ン
省
に
住
むPhuon

g
さ
ん
は

毎
朝
早
く
か
ら
30
分
ほ
ど
バ
イ
ク
に
乗

り
仕
事
場
に
通
っ
て
い
ま
す
。
夜
、
仕

事
か
ら
戻
る
と
、
食
事
の
支
度
を
し
、

家
族
の
世
話
を
し
ま
す
。
こ
の
37
歳
の

母
親
の
収
入
は
4
0
0
万
ベ
ト
ナ
ム
・

ド
ン
（
V
N
D
）
で
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市

の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
工
房
で
働
い
て
い
た

時
の
１
／
２
ほ
ど
で
す
が
、
そ
れ
で
も

と
て
も
生
活
は
充
実
し
て
お
り
幸
せ
で

あ
る
と
い
い
ま
す
。　

　

Phuon

さ
ん
は
高
校
を
卒
業
し
て
か

ら
昨
年
9
月
に
ゲ
ア
ン
省
に
戻
る
ま

で
、
ず
っ
と
南
部
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で

働
い
て
い
ま
し
た
。Phuon

さ
ん
と
3

人
の
姉
妹
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
2
カ

月
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
危
機

と
向
き
合
い
、
最
終
的
に
ゲ
ア
ン
省
に

戻
っ
て
定
職
に
就
こ
う
と
決
め
た
の
で

し
た
。
姉
妹
全
員
、
同
じ
決
断
を
下
し

ま
し
た
。

　

夫
と
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
食
事
を

と
り
な
が
ら
、Phuon

さ
ん
は
２
カ
月

前
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
の
隔
離
生
活
を

思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。「
姉
妹
4
人

で
20
平
米
に
満
た
な
い
小
さ
な
部
屋
で

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
食
べ
て
い
ま
し

た
」。
家
の
近
く
で
安
定
し
た
職
に
就

き
、
日
々
、
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご
す

こ
と
が
出
来
る
の
は
何
よ
り
も
幸
せ
だ

と
い
い
ま
す
。

　

ゲ
ア
ン
省
の
労
働
・
疾
病
兵
・
社
会

局
に
よ
る
と
、
2
0
2
1
年
1
月
か
ら

10
月
の
間
に
帰
省
し
た
ゲ
ア
ン
住
民
は

9
万
2
0
0
0
人
で
、Phuon

さ
ん
は

そ
の
う
ち
の
1
人
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
南
部
の
省
・

市
か
ら
帰
省
し
た
労
働
者
は
6
万

6
7
0
0
人
に
達
し
て
お
り
、
そ
の

62
％
は
未
熟
練
労
働
者
で
す
。
さ
ら
に
、

北
部
の
省
か
ら
も
2
万
5
3
0
0
人
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

他
省
か
ら
帰
省
し
た
労
働
者
の
う
ち

4
万
5
2
0
0
人
以
上
が
経
済
地
区
で

の
仕
事
に
申
し
込
み
、
3
0
0
0
人

が
海
外
で
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

ゲ
ア
ン
省
労
働
・
疾
病
兵
・
社
会
局

に
よ
る
と
省
内
の
57
企
業
で
月
収

5
0
0
万
V
N
D
か
ら
3
0
0
0
万

V
N
D
の
労
働
力
が
1
万
5
0
0
0

人
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。　

　

10
月
の
プ
レ
ス
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
ゲ
ア
ン
省
労
働
・
疾
病
兵
・
社
会

局
の
B
u
i 

V
a
n 

H
u
n
g
次

長
は
他
省
か
ら
見
込
ま
れ
る
帰
省
者

4
万
5
0
0
0
人
に
は
省
内
外
の
企

業
へ
の
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
る
と

発
表
し
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
主
要
な
経
済
地

区
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
人
材
不

足
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
北
中
部
な

ど
他
の
地
域
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
す

る
人
の
波
で
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

す
。
ゲ
ア
ン
省
に
所
在
す
る
企
業
は

1
9
0
万
人
の
労
働
人
口
に
加
え
、

ハ
テ
ィ
ン
省
や
タ
イ
ン
ホ
ア
省
な
ど

隣
接
す
る
省
か
ら
も
多
く
の
経
験
豊

富
な
労
働
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

か
つ
て
の
中
部
地
方
は
農
業
が
主

な
産
業
で
、
人
々
は
仕
事
を
見
つ
け

る
た
め
に
何
千
キ
ロ
も
移
動
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
、

北
中
部
地
域
は
、
W
H
A
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１　

ゲ
ア
ン
な
ど

新
し
い
、
近
代
的
な
工
業
団
地
の
開

発
に
よ
り
、
国
内
外
の
企
業
が
工
場

を
設
置
す
る
魅
力
的
な
土
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
F
D
I
進
出

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
課
題

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
数

年
、
ベ
ト
ナ
ム
は
外
資
系
企
業
に

と
っ
て
有
望
な
直
接
投
資
先

（
F
D
I
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
問
題
研
究
所

（
S
I
I
A
）
の
最
新
レ
ポ
ー
ト
で

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
レ
ヴ
ュ
ー
に
よ
る
と
、

ベ
ト
ナ
ム
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
大
流
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国

人
投
資
家
と
っ
て
の
関
心
の
高
い
目

的
地
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。
F
D
I

の
流
入
は
、
2
0
2
0
年
の
登
録
資

本
金
が
2
8
5
億
ド
ル
、
2
0
2
1

年
9
月
期
が
2
2
1
億
ド
ル
と
、
高

水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
「
ベ
ト
ナ
ム
は
、
主
要
市
場
に
近
接

し
て
お
り
、
大
規
模
な
国
内
市
場
、

豊
富
な
若
く
熟
練
し
た
労
働
力
や

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す

る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定

（
C
P
T
P
P
）
や
最
近
の
E
U
ベ
ト

ナ
ム
自
由
貿
易
協
定
（
E
V
F
T
A
）、

地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携
協
定

（
R
C
E
P
）
を
含
む
多
数
の
主
要
自

由
貿
易
協
定
、
整
備
さ
れ
た
交
通
イ
ン

フ
ラ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
重
要
か
つ
強
み

と
な
る
要
素
を
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
、

海
外
の
潜
在
的
投
資
家
の
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
」
と
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
副
会
長
兼
W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
産
業
・

国
際
部
門
取
締
役
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー

ド
ン
氏
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

韓
国
の
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
S
K
グ

ル
ー
プ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ト
ッ
プ
食
品

飲
料
・
小
売
企
業
で
あ
る
マ
サ
ン
・
グ

ル
ー
プ
傘
下
の
ザ
・
ク
ラ
ウ
ン
・
エ
ッ

ク
ス
に
3
億
4
千
万
ド
ル
を
投
資
し
ま

し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
飼
料
製
造
デ
・
ハ

ウ
ス
社
は
、
東
南
ア
ジ
ア
飼
料
市
場
で

の
地
位
を
強
化
す
る
た
め
、
マ
サ
ン
・

グ
ル
ー
プ
の
飼
料
事
業
を
買
収
し
ま
し

た
。
韓
国
の
ア
ム
コ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

社
は
、
バ
ク
ニ
ン
省
の
半
導
体
製
造
工

場
に
16
億
ド
ル
を
投
入
す
る
予
定
で
す
。

　

ゲ
ア
ン
省
東
南
経
済
区
の
報
告
に
よ

る
と
、
2
0
2
0
年
に
入
っ
て
か
ら
、

V
S
I
P
ゲ
ア
ン
工
業
団
地
と
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
・
ゲ
ア
ン

は
そ
れ
ぞ
れ
8
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、
ホ
ア
ン
マ
イ

I
工
業
区
で
は
現
在
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

投
資
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
は
ベ
ト
ナ

ム
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
、
W
H
A
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
１
ゲ
ア
ン
で
は

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

会
長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
気
候
変
動
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

こ
こ
数
年
、
気
候
変
動
は
激
化
し
て

お
り
、
世
界
中
で
そ
の
影
響
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
催

さ
れ
た
第
26
回
気
候
変
動
枠
組
条
約
締

約
国
会
議
（
C
O
P
2
6
）
を
は
じ
め
、

そ
の
影
響
を
軽
減
し
、
解
決
策
を
見
出

す
た
め
の
国
際
協
力
の
取
り
組
み
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
は
、

経
済
成
長
だ
け
で
な
く
、
環
境
・
社
会
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
（
E
S
G
）
に

焦
点
を
当
て
た
持
続
可
能
な

開
発
コ
ン
セ
プ
ト
を
採
用
す

る
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
。  

国
際
企
業
の
事
例
を
調
べ
て

い
る
と
、
環
境
負
荷
を
減
ら

す
た
め
に
環
境
に
配
慮
し
た

事
業
を
実
践
し
て
い
る
組
織

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
す
。
例
え
ば
、
世
界

的
な
ハ
イ
テ
ク
企
業
で
あ
る

G
oogle

は
、
地
球
温
暖
化
抑

制
の
た
め
に
輸
送
プ
ロ
セ
ス

を
見
直
す
こ
と
で
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
製

品
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減

し
、
2
0
2
2
年
ま
で
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
一
部
リ
サ
イ
ク
ル

素
材
を
採
用
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

英
国
の
消
費
財
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ユ

ニ
リ
ー
バ
は
、
2
0
3
0
年
ま
で
に

清
掃
用
品
な
ど
の
原
料
に
使
わ
れ
て

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
安
定
的
な
事
業
運
営
と

健
全
な
財
務
管
理
が
評
価
さ
れ
、

T
R
I
S
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
社
に
よ
る

会
社
格
付
け
評
価
「
A
-
」
を
獲
得

多
く
の
投
資
家
を
迎
え
て
き
た
と
話
し

ま
す
。
特
に
2
0
2
1
年
に
入
っ
て
は

G
oertek Precision Industry

、
ジ

ア
ン
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
、 T

hanh T
y 

S
erv

ice T
rad

in
g

、V
ietw

in
 

Industrial

、
ミ
ン
フ
ー
・
ス
テ
ィ
―

ル
な
ど
の
投
資
が
あ
り
ま
し
た
。

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
・

ゲ
ア
ン
を
投
資
先
に
選
ん
だ
主
な
理
由

を
尋
ね
る
と
、
ど
の
企
業
も
同
社
の
高

度
の
イ
ン
フ
ラ
、
工
業
団
地
開
発
30
年

に
及
ぶ
専
門
性
、
戦
略
的
立
地
、
税
制

と
非
課
税
優
遇
措
置
、
ベ
ト
ナ
ム
当
局

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
あ
げ
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
労
働
力
の
確
保
と
質
の

重
要
性
も
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
面
積
1
4
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

‒ 

ゲ
ア
ン
の
フ
ェ
ー
ズ
1
の
イ
ン
フ
ラ

が
完
成
し
ま
し
た
。
販
売
可
能
な
土
地

の
54
％
は
、
香
港
、
日
本
、
タ
イ
、
中
国
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
10
以
上
の
投
資
家
へ

賃
貸
さ
れ
、
事
業
分
野
は
建
築
資
材
、

食
品
加
工
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
、
電
子

機
器
と
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
W
H
A
グ

ル
ー
プ
で
は
、
こ
の
数
字
が
今
後
、
数

年
に
渡
り
増
加
す
る
と
予
測
し
ま
す
。

　

工
業
用
地
に
対
す
る
顧
客
の
需
要
が

高
ま
る
中
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
ゲ

ア
ン
省
で
の
事
業
展
開
を
加
速
し
、
残

り
の
フ
ェ
ー
ズ
の
開
発
を
進
め
て
い
ま

す
。
総
面
積
3
5
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

フ
ェ
ー
ズ
2
に
つ
い
て
は
昨
年

2
0
2
1
年
5
月
に
必
要
な
改
正
投
資

登
録
証
明
書
を
取
得
し
、
2
0
2
2
年

初
め
に
建
設
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

「
既
に
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
の
関
心
を

寄
せ
て
い
る
顧
客
を
確
保
し
て
い
ま
す
」

と
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
は
明
か
し

ま
し
た
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン

は
、
フ
ェ
ー
ズ
1
、
2
、
3
の
合
計

7
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の
後
の
拡
張

分
1
1
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
完
成
す
る

と
、
総
面
積
は
1
8
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
な
り
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、
中
国
や
韓

国
な
ど
か
ら
の
投
資
家
が
増
え
、
特
に

北
部
・
北
中
部
で
は
電
子
機
器
、
自
動

車
関
連
、
消
費
財
の
分
野
で
投
資
家
が

増
え
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ラ
ッ
ク
フ
エ
ン
深
海
港
と
物
流
、
労
働

力
の
確
保
、
国
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
起
因
し
ま
す
。

　
「
ゲ
ア
ン
省
の
立
地
は
投
資
の
流
れ
を

呼
び
込
む
、
最
高
の
立
地
に
あ
り
ま
す
」

と
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
は
述
べ
て

い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
物
流
事
業
、

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
事
業
、
電
力
事
業

（
投
資
方
針
に
基
づ
く
R
E
I
T
へ

の
資
産
売
却
に
よ
る
収
益
を
含
む
）

か
ら
の
安
定
的
な
事
業
収
益
、
ま
た

コ
ロ
ナ
禍
で
の
柔
軟
な
財
務
管
理
と

効
率
性
、
４
つ
の
主
力
事
業
を
基
盤

と
す
る
明
確
な
ビ
ジ
ネ
ス
方
針
な
ど

が
評
価
さ
れ
T
R
I
S
レ
ー
テ
ィ
ン

グ
社
に
よ
る
会
社
格
付
け
評
価
で

「
A
－
」
を
受
け
ま
し
た
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会

長
兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
で
あ
る
ジ
ャ

リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク

ン
氏
は
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

社
が
物
流
及
び
工
業
団
地
運
営
事
業

に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
格
で
あ
り
、
そ

の
安
定
的
な
事
業
運
営
が
評
価
さ

れ
、「
A
－
」
ラ
ン
ク
認
定
を
得
た

こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
E
コ
マ
ー

ス
と
小
売
企
業
の
業
績
が
伸
び
る

中
、
倉
庫
と
工
場
の
需
要
が
増
え
、

そ
の
結
果
、
賃
貸
収
入
に
よ
り
高
い

収
益
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ポ

ス
ト
・
コ
ロ
ナ
で
は
土
地
販
売
の
増

加
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム

で
の
堅
調
な
事
業
拡
大
計
画
、
発
電

所
の
電
力
需
要
増
に
よ
る
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
事
業
で
の
安
定
し
た
収
益
、

電
力
事
業
か
ら
の
配
当
収
入
な
ど
が

堅
調
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

今
回
の
格
付
け
に
よ
り
、
当
社
の

財
務
規
律
と
流
動
性
、
財
務
管
理
の

柔
軟
性
と
効
率
性
が
評
価
さ
れ
、
企

業
資
産
の
マ
ネ
タ
イ
ズ
か
ら
不
動
産

投
資
（
R
E
I
T
）
も
安
定
的
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

格
付
け
は
当
社
事
業
4
本
柱
の
強

い
基
礎
地
盤
や
、
財
務
管
理
の
効
率

性
、
強
い
財
務
体
質
、
中
長
期
的
に

利
益
を
生
み
出
す
能
力
だ
け
で
な

く
、
企
業
の
資
本
市
場
や
金
融
機
関

か
ら
多
様
な
資
金
調
達
を
反
映
し
て

お
り
、
事
業
の
継
続
性
と
将
来
的
な

成
長
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。　

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
C
E
O
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
国
内
経

済
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
中
、
グ

ル
ー
プ
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
状
況
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
C
E
O

は
述
べ
て
い
ま
す
。
物
流
事
業
は
E

コ
マ
ー
ス
と
小
売
事
業
に
支
え
ら
れ

継
続
的
に
伸
び
て
い
ま
す
。
工
業
団

地
事
業
に
つ
い
て
も
チ
ャ
イ
ナ
・
プ

ラ
ス
ワ
ン
政
策
に
よ
る
海
外
投
資
家

の
生
産
拠
点
の
リ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
移
動
制
限
緩
和
に

よ
り
投
資
家
が
タ
イ
に
入
国
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
利
益
を

上
げ
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。
ユ
ー

テ
ィ
リ
テ
ィ
事
業
と
電
力
事
業
も
順

調
に
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た

第
4
四
半
期
に
は
W
H
A
リ
ア
ル
エ

ス
テ
ー
ト
（
W
H
A
R
T
）
へ
の
資

産
売
却
も
予
定
通
り
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

物
流
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍
で
レ

デ
ィ
・
ト
ウ
・
ビ
ル
ト
型
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
及
び
レ
ン
タ
ル
倉
庫
、
高
品
質

の
物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
需
要
が
増

え
、
短
期
賃
貸
契
約
は
年
間
目
標
を

上
回
る
10
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
に

達
し
、
好
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

ま
た
年
内
に
11
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を

占
有
す
る
５
つ
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
遂
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
な
タ
イ
プ
の
オ
フ
ィ
ス
を

求
め
る
投
資
家
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
場
所
の
レ
ン

タ
ル
オ
フ
ィ
ス
を
提
供
す
る

「
W
H
A
オ
フ
ィ
ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
長

期
的
に
物
流
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
コ

ス
ト
を
削
減
し
効
率
化
を
図
る
ス

マ
ー
ト
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し

た
新
商
品
の
開
発
と
サ
ー
ビ
ス
提
供

も
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
と
協
力
し
て
、
完
全
統
合
さ
れ

た
サ
ー
ビ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　

工
業
団
地
事
業
で
は
現
在
、
12
カ

所
（
内
訳
タ
イ
国
内
11
カ
所
、
ベ
ト

ナ
ム
1
カ
所
）
の
工
業
団
地
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
新
規
に
工
場

を
開
設
す
る
こ
と
を
望
む
世
界
中
の

投
資
家
ら
の
要
望
に
応
え
、
タ
イ
国

内
で
さ
ら
に
3
カ
所
、
ベ
ト
ナ
ム
に

も
2
カ
所
開
発
す
る
予
定
で
す
。
同

社
で
は
ス
マ
ー
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

ス
マ
ー
ト
・
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
、
ス

マ
ー
ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
と
い
っ

た
統
合
的
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
顧
客
の
投
資
と
成
長
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
工
業
団

地
の
開
発
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

タ
イ
及
び
周
辺
ア
ジ
ア
諸
国
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
に
よ
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状

況
は
改
善
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
政
府
に
よ
る
開
国
と
渡
航
制
限
も

解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
地
域
の
貿

易
や
投
資
が
刺
激
さ
れ
、
当
社
の
工

い
る
化
石
燃
料
を
、
再
生
可
能
な
原

料
に
置
き
替
え
る
こ
と
で
脱
炭
素
へ

と
転
換
し
て
い
き
ま
す
。

　

SD
G
s R
eport 

2
0
2
1
で

は
、
タ
イ
は
地
域
平
均
の
65
・
7
ポ

イ
ン
ト
を
上
回
る
74
・
2
ポ
イ
ン
ト

で
、
1
6
5
カ
国
中
43
位
に
ラ
ン
ク

イ
ン
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、所
得
、

健
康
、
福
祉
に
お
け
る
不
平
等
な
ど

多
く
の
分
野
で
依
然
と
し
て
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
タ
イ
は
前
年
度
と

比
べ
て
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
主
要
な
課
題
に
は

ま
だ
ま
だ
改
善
が
必
要
で
す
。
政
府

は
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
計
画
、

天
然
資
源
管
理
計
画
、
東
部
経
済
回

廊
（
E
E
C
）
の
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
を
通
じ

て
実
現
に
向
け
た
努
力
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
中
で
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。

　

民
間
企
業
も
ま
た
、
最
新
技
術
を

駆
使
し
て
環
境
に
や
さ
し
い
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
で
、
そ
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
W
H
A

グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
で
あ
る

W
H
A
U
P
社
は
、
2
0
2
3
年
ま

で
に
3
0
0
M
W
の
太
陽
光
発
電
を

行
い
、
年
間
最
大
1
5
0
ト
ン
の
二

酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
同
社
は
ま
た
、
東
南
ア

ジ
ア
で
初
め
て
欧
州
の
排
出
基
準
を

満
た
し
た
廃
棄
物
焼
却
・
発
電
プ
ラ

ン
ト
のChonburi Clean Energy

社
へ
の
投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最

先
端
の
技
術
を
搭
載
し
た
こ
の
発
電

所
は
、
8
・
6
3
M
W
の
発
電
容
量

を
持
ち
、
年
間
1
0
万
ト
ン
の
産
業

廃
棄
物
を
電
力
に
変
換
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

気
候
変
動
の
問
題
は
、
も
は
や
無

視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
早
急
に
対

処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
持
続

可
能
な
発
展
の
た
め
に
は
、
す
べ
て

の
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
が
協
力
し
合
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

WHAUP、2021年優秀イノベーティブ
企業賞を受賞

　

W
H
A 

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
社
は
こ
の
ほ
ど
、
日
本
ア
セ
ア
ン
セ
ン

タ
ー
と
共
同
で
「
ゲ
ア
ン
省
を
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
略

的
製
造
拠
点
と
し
て
」
と
題
し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。 

本
セ
ミ
ナ
―
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、

特
に
ゲ
ア
ン
省
へ
の
投
資
機
会
を
探
っ
て
い
る
日

本
企
業
を
対
象
に
、 

ゲ
ア
ン

省
へ
の
投
資
の
メ
リ
ッ
ト
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
簡
素
な
投

資
手
続
き
方
法
、
日
本
の
投

資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例
な

ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

W
H
A
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社

国
際
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

A
nchalee Prasertchand

氏
は
、
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
へ
の
参

加
者
を
歓
迎
し
、
工
業
地
帯

開
発
に
お
け
る
W
H
A
グ

ル
ー
プ
の
35
年
の
経
験
と
専

門
知
識
な
ど
の
概
要
を
説
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
W
H
A

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
・

ゲ
ア
ン
1
が
イ
ン
フ
ラ
や

サ
ー
ビ
ス
の
面
で
日
本
か
ら

の
投
資
家
を
受
け
入
れ
る
準

備
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

　

W
H
A 

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
社
営
業
開
発
部
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
湯
浅
謙
一
氏
は
、
W
H
A 

イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
・
ゲ
ア
ン 

1
の
世
界
ク
ラ
ス

の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
と
イ
ン
フ
ラ
を
紹
介
し
、
抜

き
ん
出
た
開
発
、
運
用
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
能
力
を

強
調
、
投
資
家
が
円
滑
に
運
営
し
、
持
続
的
成
長

を
W
H
A
と
と
も
に
達
成
で
き
る
と
説
明
し
ま
し

た
。

　

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、
ゲ
ア
ン
省
外
務
庁
の

T
ran K

hanh T
huc

局
長
が
、
ゲ
ア
ン
省
の
良

好
な
環
境
と
政
府
の
F
D
I
支
援
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

　

日
本
の
投
資
家
を
奨
励
す
る
た
め
、
計
画
投
資

省　

外
国
投
資
庁　

投
資
促
進
セ
ン
タ
ー　
（
北

部
）
副
局
長
のD

o T
hi Q
uynh N

ga

氏
が
、

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
F
D
I
と
優
遇
政
策
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

業
団
地
運
営
事
業
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。
と
同
時
に

中
国
の
深
刻
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に

よ
り
、
多
く
の
投
資
家
が
タ
イ
や
ベ

ト
ナ
ム
へ
の
生
産
拠
点
の
移
転
を
加

速
し
て
い
ま
す
。

　

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
事
業
で
は
タ
イ

と
ベ
ト
ナ
ム
で
の
工
業
用
水
の
販
売

と
管
理
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
主
に
石
油
化
学
分
野
の
発
電
所

な
ど
の
既
存
及
び
新
規
顧
客
か
ら
の

需
要
急
増
に
よ
り
ま
す
。
数
カ
所
の

工
場
で
は
バ
ブ
ル
＆
シ
ー
ル
方
式
を

実
施
し
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
阻
止
し
、
工
業
水
の
消
費
量
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
工
業
団
地
内
の
顧
客
向

け
に
付
加
価
値
の
あ
る
工
業
用
水
の

商
品
開
発
と
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

す
で
に
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
年
間
2
7
0
万
立
方
メ
ー
ト
ル

容
量
の
W
H
A
ラ
ヨ
ー
ン
36
工
業
団

地
の
排
水
処
理
プ
ラ
ン
ト
、
年
間

1
0
0
万
平
方
メ
ー
ト
ル
容
量
の
脱

塩
水
プ
ラ
ン
ト
、
年
間
6
0
0
万
立

方
メ
ー
ト
ル
規
模
の
原
水
代
替
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
開
発
・
建
設
中
で

す
。

　

電
力
事
業
で
は
民
間
電
力
購
入
契

約
（
P
P
A
契
約
）
の
下
、
太
陽
光

発
電
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
で
、
再
生
可
能 

エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
投
資
を
拡
大
す
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
工
業
団
地
内
外
の

顧
客
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
開
発
し
、
こ
れ
ま
で
太
陽
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
2
0
2
1
年
に
目
標
と
し

て
い
た
90
M
W
の
う
ち
63
M
W
以
上

の
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
総
発
電

容
量
10
・
9
M
W
の
９
基
の
発
電
プ

ラ
ン
ト
は
建
設
中
で
今
年
中
に
稼
働

す
る
予
定
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技

術
の
導
入
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
容
量
を
大
幅
に
拡
大
し
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
提
供
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工

業
団
地
の
事
業
者
ら
が
適
正
な
価
格

と
コ
ス
ト
で
電
力
を
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
は
全
世
界
に
と
っ
て

難
題
が
山
積
み
の
一
年
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り

人
々
の
日
常
と
仕
事
の
あ
り
方
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
当
社
は
、
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
し
、
最
新
の
I
T
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
、
組
織
、
業
務
プ
ロ
セ

ス
、
思
考
、
デ
ザ
イ
ン
、
顧
客
体
験
、

情
報
を
中
心
と
し
た
リ
ソ
ー
ス
管

理
、
企
業
文
化
の
強
化
に
至
る
ま
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
全
体
の
管
理
を
再
構
築
し

ま
す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
変
化
す

る
市
場
に
対
応
す
る
た
め
の
当
社
の

競
争
力
を
高
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
持
続

性
を
促
進
し
、
将
来
の
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

W
H
A
U
P
、

プ
リ
ン
ク
ス
・
チ
ョ
ン
シ
ェ
ン
・
タ
イ
ヤ
社
と

A
S
E
A
N
最
大
規
模
の

　
屋
上
型
太
陽
光
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
締
結

　

W
H
A
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
＆
パ
ワ

ー
社
（
W
H
A
U
P
）
は
中
国
大
手

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
プ
リ
ン
ク
ス
・

チ
ョ
ン
シ
ェ
ン
・
タ
イ
ヤ
（
タ
イ
）

と
屋
根
置
き
型
太
陽
光
発
電
の
電
力

販
売
契
約
（
P
P
A
）
事
業
契
約
を

締
結
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

W
H
A
U
P
は
、
工
業
団
地
内
の
顧

客
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ

ィ
を
統
合
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

可
能
と
な
り
ま
す
。　

　

W
H
A
U
P
社
C
E
O
の
ニ
ポ
ン

博
士
に
よ
る
と
、
プ
リ
ン
ク
ス
・
チ

ョ
ン
シ
ェ
ン
・
タ
イ
ヤ
（
タ
イ
）
の

工
場
は
屋
根
置
き
型
太
陽
光
発
電
の

規
模
は
A
S
E
A
N
最
大
級
で
あ

り
、
25
年
間
の
契
約
期
間
中
に
電
気

料
金
は
約
17
憶
5
0
0
0
万
バ
ー

ツ
、
C
O
2
排
出
量
は
約
36
万

6
0
0
0
ト
ン
の
削
減
が
見
込
ま
れ

る
そ
う
で
す
。
本
契
約
の
締
結
は
屋

根
置
き
型
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
お

よ
び
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
高
い
信

頼
性
を
持
つ
W
H
A
U
P
社
と

2
0
1
8
年
よ
り
W
H
A
イ
ー
ス
タ

ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地

（
W
H
A　

E
S
I
E
３
）
に
移
転

し
、
2
8
0
ラ
イ
の
敷
地
を
所
有
す

る
プ
リ
ン
ク
ス
・
チ
ョ
ン
シ
ェ
ン
・

タ
イ
ヤ
（
タ
イ
）
と
の
強
い
信
頼
関

係
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　　

ま
た
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
工

場
屋
根
21
万
9
0
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
と
駐
車
ス
ペ
ー
ス

1
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
使
用

し
、
総
発
電
量
は
19
・
44

M
W
と
な
り
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
安
定
と
顧
客
サ

イ
ド
の
電
力
コ
ス
ト
を
軽
減

し
、
ひ
い
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
・

チ
ャ
ン
ス
を
増
や
す
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
地
球
温

暖
化
を
抑
制
し
て
環
境
保
護

に
も
貢
献
し
ま
す
。        

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
完
了
は
2
0
2
2
年

の
予
定
で
、
こ
れ
に
よ
り

W
H
A
U
P
社
の
総
発
電
量

は
、
持
ち
株
比
率
に
し
て

6
3
5
M
W
相
当
と
な
り
ま

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

収
益
は
25
年
の
契
約
期
間
中
、
年
平

均
で
約
4
0
0
0
万
バ
ー
ツ
に
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

2
0
2
3
年
ま
で
に
太
陽
発
電
事
業

を
計
画
通
り
に
拡
大
し
、
30
万
M
W

規
模
の
電
力
供
給
を
目
指
し
ま
す
。

　

チ
ョ
ン
シ
ャ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
子

会
社
で
あ
る
プ
リ
ン
ク
ス
・
シ
ョ
ン

シ
ャ
ン
・
タ
イ
ヤ
社
社
長Z

h
a
n
g
 

Y
o
u
 G
a
n

氏
は
、
「
W
H
A
U
P

と
の
屋
根
置
き
型
太
陽
光
発
電
の

P
P
A
事
業
契
約
を
締
結
で
き
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
の
契
約

に
よ
り
、
工
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

が
安
定
し
、
生
産
コ
ス
ト
を
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
長
期
的
に
双
方
に
利

益
を
も
た
ら
し
、
環
境
保
護
を
促
進

す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
わ

が
社
が
長
期
に
渡
り
目
標
と
し
て
い

た
生
態
系
へ
の
影
響
を
軽
減
、
お
よ

び
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
削
減
達
成

に
も
役
立
ち
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
25
年
間
の
使
用
期
間

中
に
最
大
17
億
5
0
0
0
万
バ
ー

ツ
、
1
年
あ
た
り
平
均
7
0
0
0
万

バ
ー
ツ
の
電
力
代
を
削
減
し
ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
や
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
を
目
標
と
し
た
環
境
政
策

に
沿
っ
て
、
最
大
36
万
6
千
ト
ン
の

C
O
2
排
出
量
を
削
減
し
ま
す
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

W
H
A
ベ
ト
ナ
ム
、

    

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
ゲ
ア
ン
省
を
ベ
ト
ナ
ム
の

                 

戦
略
的
製
造
拠
点
と
し
て
」
を
開
催

W
H
A
ベ
ト
ナ
ム
、

    

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
「
ゲ
ア
ン
省
を
ベ
ト
ナ
ム
の

                 

戦
略
的
製
造
拠
点
と
し
て
」
を
開
催
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WHA GROUP ニュースダイジェストWHA GROUP ニュースダイジェスト

駐タイカザフスタン共和国大使館Raushan Yesbulatova特命全権
大使（写真左から３人目）はカザフスタン有名デザイナーの作品である
指輪をWHAコーポレーション社会長兼グループCEOのジャリーポー
ン・ジャルコーンサクン氏（写真中央）へ贈りました。カザフスタン独立
30周年を記念して作られた宝飾品は、優秀なビジネスウーマンとして
選出された方々へ贈呈されました。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、

 

2
0
2
1
年
S
E
T
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
授
賞
式
に
て

　「
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ー
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ア
ワ
ー
ド
」
を
受
賞

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
感

覚
の
と
れ
た
開
発
に
寄
与
し
、
惜
し
み

な
い
努
力
を
尽
く
し
た
W
H
A
の
取
締

役
役
員
を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
へ

感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
す
。
そ
し
て

次
の
世
代
の
た
め
に
持
続
可
能
な
成
長

を
目
指
す
異
な
る
分
野
の
人
々
、
新
参

者
た
ち
の
よ
き
手
本
と
な
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

W
H
A
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
グ

リ
ー
ン
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
中
で
も

特
に
顕
著
な
の
が
、「C

lean W
ater 

for P
lan
et P

roject

」
で

す
。

2
0
1
6
年
に
開
始
さ
れ
た
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
天
然
資
源
保
護

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
顧
客
や
地
域
社

会
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
し
た
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
ラ
ヨ
ー
ン
県
プ
ル

ア
ッ
ク
デ
ー
ン
地
区
行
政
機
構
を
は
じ

め
様
々
な
地
域
社
会
へ
排
水
処
理
シ
ス

テ
ム
を
建
設
・
納
入
し
、
環
境
に
や
さ

し
い
人
工
湿
地
排
水
処
理
に
よ
る
水
質

改
善
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
排
水

処
理
シ
ス
テ
ム
は
故
プ
ミ
ポ
ン
・
ア

ド
ゥ
ン
ヤ
デ
ー
ト
国
王
（
ラ
マ
９
世
）

に
よ
る
王
室
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
て
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

チ
ャ
ン
タ
ブ
リ
ー
県
ノ
ン
ク
ラ
ー
地
方

自
治
体
の
人
工
湿
地
排
水
処
理
の
開
発

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
意
見

交
換
と
技
術
者
の
育
成
を
す
る
た
め

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
と
排
水
管
理
・

処
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
了
解
覚

書
（
M
o
U
）
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
学
術
的
な

知
識
を
工
業
団
地
や
周
辺
地
域
の
実
社

会
で
活
用
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て

い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る
工
業

団
地
の
内
外
で
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
削
減
す
る
た
め
の
統
合
型
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
と
設
置
に
も
広
く

成
功
し
て
い
ま
す
。
W
H
A
グ
ル
ー
プ

は
社
会
福
祉
、
教
育
、
青
少
年
、
ス
ポ
ー

ツ
、
人
材
開
発
、
地
域
社
会
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
に
関
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
導
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
強
化
し
、
タ
イ
の
人
々
の
生

活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

WHA コーポレーション社は年一回のチュラロンコン大王記念日に行われる定
期イベントにおいてチュラロンコン大学に対し 10 万バーツを寄付しました。会
社を代表して WHA ユーティリティ＆パワー社ユーティリティ・カスタマー開
発部長の Varanon Laosuwan 氏（写真左）がチュラロンコン大学同窓会兼
組織委員会代表の Atcharin Pattanaphanchai 氏へ、経済的に困難な状況
にある学生にオンライン授業用コンピューターの購入、学校給食プログラム助
成のための寄付を手渡しました。

WHA GROUP

WHAグループ、
チュラロンコン大学へ寄付
WHAグループ、
チュラロンコン大学へ寄付

受
賞
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
2
0
1
2

年
に
上
場
し
た
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、

環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
E
S
G
）

の
原
則
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行

い
、
事
業
経
営
の
実
践
と
運
営
で
際

立
っ
た
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
授
賞

式
は
、
S
E
T
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
「
こ

の
度
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
ラ
イ
ジ
ン
グ

ス
タ
ー
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
を
大
変
名
誉
な
こ
と
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
は
わ
が
社
の
中
核
を
な
し
、
常
に

社
会
的
責
任
と
環
境
へ
の
配
慮
を
重
視

し
な
が
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト　

ガ
バ
ナ
ン

ス
と
の
両
立
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の

賞
の
受
賞
に
よ
り
我
々
が
積
極
的
に
社

会
の
一
員
と
し
て
高
い
水
準
を
保
ち
、

意
識
を
高
め
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、Bualuang 

V
entures

と
共
同
で
、e
‐
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
提
供
す
る
タ
イ
の
新
興
企
業GIZT

IX

の
資
金
調
達
シ
リ
ー
ズ
B
ラ
ウ
ン
ド
の

主
要
投
資
家
と
な
り
、
総
額
2
億

6
0
0
0
万
バ
ー
ツ
あ
ま
り
の
資
金
を

調
達
し
ま
す
。GIZT

IX

社
で
は
、
タ
イ

国
内
企
業
の
総
合
的
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス

や
技
術
の
開
発
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

物
流
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
へ
の
参

入
を
支
援
し
、
戦
略
的
な
地
位
を
確
立

し
地
域
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
W
H
A 

V
enture H

olding

は
、
バ
ン
コ
ッ
ク
銀

行
の
子
会
社Bualuang V

entures

と

共
同
で
交
通
・
物
流
分
野
の
事
業
者
と

全
国
の
ユ
ー
ザ
ー
を
つ
な
ぐ
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
提
供
す
る
e
‐

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、

GIZT
IX

社
の
資
金
調
達
ラ
ウ
ン
ド　

シ

リ
ー
ズ
B
の
主
要
投
資
家
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
資
金
調
達
額
は
7
7
5
万

米
ド
ル
（
お
よ
そ
2
億
6
0
0
0
万
バ
ー

ツ
）
で
す
。Bualuang V

entures

と

W
H
A 

グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
3
0
0

万
米
ド
ル
（
約
1
億
バ
ー
ツ
）
を
出
資

し
ま
す
。
資
金
調
達
ラ
ウ
ン
ド　

シ
リ
ー

ズ
B
に
は
、
サ
イ
ア
ム
・
セ
メ
ン
ト
・

グ
ル
ー
プ
（SCG

）
のA

ddventures

、

K
K
フ
ァ
ン
ド
、CA

C Capital

な
ど
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
業
界
の
有
力
な
機
関

投
資
家
も
参
加
し
て
い
ま
す
。GIZT

IX

社
は
、
こ
の
資
金
を
も
と
に
、
輸
送
に

関
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
技
術
を
開
発
し
、

輸
送
コ
ス
ト
を
で
き
る
限
り
削
減
し
な

が
ら
サ
ー
ビ
ス
対
象
の
地
域
を
拡
大
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
C
E
O
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は

「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
で
は
資
金
調
達
シ

リ
ー
ズ
B
ラ
ウ
ン
ド
の
主
要
投
資
家
と

な
る
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く
思
っ
て
お

り

ま

す
。Bualuang V

entures

と

GIZT
IX

社
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
デ
ジ
タ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
沿
っ
た
も
の
で
あ

り
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
と
共
に
あ
ら
ゆ
る
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
す
る
た
め
に
、
新

し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
適
用
す
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
た

重
要
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
メ
ガ
ト
レ
ン
ド
下
で
の
新

た
な
ニ
ー

ズ
に
応
え

る
も
の

で
、
最
新

か
つ
国
際

基
準
の
ス

マ
ー
ト
倉

庫
、
５
G

技
術
と
と

も
に
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
を
活

用
し
、
ス
マ
ー
ト
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を

提
供
し
事
業
主
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ

解
析
デ
ー
タ
の
収
集
、
A
I
と
マ
シ
ン

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
効
率
化
と
長
期
的

に
事
業
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
W
H
A
グ

ル
ー
プ
が
提
供
す
る
製
品
と
サ
ー
ビ
ス

に
高
い
価
値
と
品
質
を
生
み
出
し
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
タ
イ
の
総
合

物
流
、
工
業
団
地
、
公
益
事
業
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
専
門
知
識
、
4
つ
の
主

要
事
業
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
顧
客
や
国

内
外
の
e
コ
マ
ー
ス
、
物
流
事
業
者
と

の
良
好
な
関
係
を
生
か
し
、Bualuang 

V
entures

お
よ
び
G
I
Z
T
I
X
社
と

と
も
に
、
タ
イ
の
起
業
家
の
成
長
、
物

流
コ
ス
ト
の
削
減
、
タ
イ
の
競
争
力
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
数

年
で
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
有
力
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
共
に
新
規
投
資
先
を
探
求
し
、

タ
イ
と
周
辺
地
域
で
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
成
長
と
事
業
拡
大
達
成
を
目
指
し

ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

Bualuang V
entures

社
長
のK

rit 
Phanratanam

ala

氏
は
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
の
専
門
知
識
と
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
持
つGIZT

IX

と
の
共
同
出
資
に

よ
り
、
資
金
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の

Bualuang V
entures

と
戦
略
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
連

携
し
、
タ
イ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
繁
栄
を
促
進
し
、
国
内
外
で
の
競
争

力
を
高
め
ま
す
。Bualuang V

entures

は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
大
手
バ
ン
コ
ッ
ク

銀
行
の
子
会
社
と
し
て
、GIZT

IX

ド
ラ

イ
バ
ー
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
融
資
や
運
転

資
金
な
ど
のGIZT

IX

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
強
化
す
る

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（FinT
ech

）
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

決
済
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
将
来
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
る
準
備
が

整
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
利
用
者

の
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向

上
し
、
小
規
模
な
物
流
事
業
者
の
競
争

力
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
e
コ
マ
ー

ス
分
野
の
将
来
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

　
W
H
A
グ
ル
ー
プ
、Bualuang Venture

と
共
同
で
e
-ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
市
場
へ

参
入
。
タ
イ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
G
I
Z
T
I
X
の
資
金
調
達
シ
リ
ー
ズ
B
ラ
ウ
ン
ド
へ

総
額
2
億
6
0
0
0
万
バ
ー
ツ
以
上
出
資
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
迎

え
る
に
あ
た
り
地
域
の
拠
点
と
し
て
物
流
事
業
者
を
支
援

C
P
、
W
H
A
、
チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
が
共
同
で
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　    

C
P
-W
H
A
-C
H
G
野
戦
病
院
立
ち
上
げ
へ

写真は2021年度SETアワード授賞式の優秀サステナビリティ部門においてライジングスタ
ー・サステナビリティ賞を受賞したWHAコーポレーション社会長兼グループCEOのジャリ
ーポーン・ジャルコーンサクン氏

WHAコーポレーション社会長兼グループCEOのジャリーポーン・ジャルコーンサクン氏（写真中央）か
ら花束を受け取るNext Energy Development社会長兼CEO のPakpoom Wiparkulpitak氏（左か
ら３人目）。Next Energy Development社副社長のKamolchai Praditpholphanit氏（左から2人
目）とWHAグループ役員らも同席しました。

WHAUP

能
力
が
高
ま
り
ま
す
。
我
々
は
e
コ
マ
ー

ス
分
野
と
物
流
な
ど
の
関
連
ビ
ジ
ネ
ス

の
成
長
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
消
費
者

が
物
流
業
者
の
選
択
を
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
今
、
こ
の
投
資
が
売
り
手
か
ら

物
流
業
者
、
そ
し
て
消
費
者
に
至
る
ま

で
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
成
長

を
支
え
る
こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
こ
の
資
金
を
利
用
し
たGIZT

IX

シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、
管
理
、
コ
ス
ト

統
制
、
納
期
短
縮
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
り
開

発
さ
れ
、
誰
も
が
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

GIZT
IX
 CEO

で
創
始
者
の
一
人
で

も
あ
るSittisak W

ongsom
nuk

氏
は

「
資
金
調
達
シ
リ
ー
ズ
B
ラ
ウ
ン
ド
で
得

た
資
金
は
以
下
の
4
分
野
の
事
業
開
発

に
使
用
さ
れ
ま
す
。

⑴ 

先
進
技
術
を
活
用
し
た
よ
り
総
合
的
な
輸

送
サ
ー
ビ
ス
と
技
術
の
開
発

⑵ 

e
‐
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
活
用
し
た
戦
略

的
道
路
輸
送
ル
ー
ト
を
中
心
に
全
国
的
な
輸

送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

⑶ 

各
県
の
輸
送
業
者
へ
の
所
得
分
配
の
た
め

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
と
販
売
部
門
へ
の
投

資⑷ 

事
業
拡
大
と
並
行
し
て
利
益
を
得
る
た
め

経
営
及
び
技
術
へ
の
投
資　

　

そ
し
て
、
4
年
後
の
2
0
2
5
年
に

S
E
T
に
上
場
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

タ
イ
の
物
流
業
界
は
、
海
外
か
ら
の

大
企
業
の
参
入
も
あ
り
競
争
が
激
化
し

て
い
ま
す
が
、GIZT

IX

の
強
み
は
、
企

業
顧
客
に
特
化
し
、
競
争
率
の
低
い
大

型
商
品
を
メ
イ
ン
に
扱
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
業
務
プ
ロ
セ

ス
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
、
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
顧
客
向
け
に
充

実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
高
い
顧
客
信
頼
度
を
得
て
い

ま
す
。
2
0
2
0
年
か
ら
21
年
に
か
け

て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
下
で
は
事
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
化
が
広
ま
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て

GIZT
IX

に
よ
る
配
送
サ
ー
ビ
ス
は
年
間

50
万
件
、
4
2
0
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

タ
イ
の
輸
送
業
は
年
間
1
9
0
憶
米

ド
ル
以
上
の
規
模
で
、
タ
イ
は
輸
送
及

び
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
の
戦
略
的
ハ
ブ
で
あ

る
こ
と
か
ら
さ
ら
な
る
成
長
を
見
込
め

ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
分
野
で
の
デ
ー
タ
通
信
や
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
確
立

が
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
でGIZT

IX

が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
、
全
国
物

流
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
タ
イ
の

流
通
業
を
開
発
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

チ
ャ
ル
ン
ポ
カ
パ
ン
・
グ
ル
ー
プ

（
C
P
グ
ル
ー
プ
）、
W
H
A
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
社
、
チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ

ス
ピ
タ
ル
・
グ
ル
ー
プ
（
C
H
G
）
の

３
社
は
共
同
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
患
者
を
治
療
す
る
高
水
準
の
野

戦
病
院
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
が
倉
庫
を
改
造
し
野

戦
病
院
と
な
る
場
所
を
提
供
し
、
チ
ュ

ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
グ
ル
ー
プ

が
医
師
、
看
護
師
、
医
療
用
品
、
機
器

な
ど
の
医
療
サ
ポ
ー
ト
を
全
面
的
に
提

供
し
ま
し
た
。
C
P
グ
ル
ー
プ
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
中
心
に
資
金
面
で

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

C
P
グ
ル
ー
プ
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
、

チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
グ
ル
ー

プ
の
３
異
業
種
に
よ
る
野
戦
病
院
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
中
等
症
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
患
者
を
治
療

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
の
克

服
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
野
戦
病
院

は
、
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ン
県
チ
ョ
ン
ラ

ハ
ン
ピ
チ
ッ
ト
4
キ
ロ
に
あ
る
W
H
A

メ
ガ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
の
1

万
5
2
9
4
平
方
メ
ー
ト
ル
の
倉
庫
内

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

総
合
病
院
に
匹

敵
す
る
こ
の
病
院
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
患
者
を
治
療
す
る
に
あ
た
り
完

璧
な
医
療
設
備
を
備
え
た
最
初
の
野
戦

病
院
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
C
P
‐

W
H
A
‐
C
H
G
野
戦
病
院
は
、

2
0
2
1
年
10
月
6
日
か
ら
稼
働
し
て

い
ま
す
。

　

C
P
グ
ル
ー
プ
C
E
O
のSupachai 

Chearavanont

氏
は
、「
お
よ
そ
2
年

に
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
は
経
済
、
社
会
、
公
衆
衛
生
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
現
在
も
な

お
、
重
篤
な
状
態
に
あ
る
患
者
が
多
数

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ
の
民
間
企

WHAグループ、WHAタワーに新オフィスを開設した
Next Energy Development 社を祝福
WHAグループ、WHAタワーに新オフィスを開設した
Next Energy Development 社を祝福

WHAコーポレーション社会長兼グループCEOのジャリーポーン・ジャルコーンサクン
氏とWHA役員らはこのほどWHAタワーに入居したNext Energy Development社
会長兼CEO のPakpoom Wiparkulpitak氏に花束を贈りました。バンナートラッド７
キロ地点に位置するランドマーク、かつ最新のグリーン・テクノロジーを備えるWHAタ
ワーで、Next Energy Development社は事業を強化し、国内および地域で拡大する
顧客に持続可能なエネルギーソリューションを提供することが可能になります。

業
と
し
て
1
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
同

社
は
、
ラ
ー
マ
9
世
の
逝
去
5
周
年
を

記
念
し
、
生
前
、
困
窮
者
を
助
け
、
タ

イ
の
人
々
に
幸
せ
を
も
た
ら
す
と
い
う

彼
の
献
身
的
な
姿
勢
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
そ
し
て
ラ
ー
マ
10
世
へ
と
受
け
継

が
れ
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」
を
尊

重
し
、
医
療
・
公
衆
衛
生
の
分
野
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る

タ
イ
の
人
々
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
タ

イ
の
人
々
を
支
援
し
援
助
す
る
と
い
う

同
じ
目
標
の
も
と
、
W
H
A 

コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
社
、
チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ

ス
ピ
タ
ル
・
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
、
30

日
間
で
野
戦
病
院
の
建
設
を
完
了
さ
せ

ま
し
た
。
C
P
‐
W
H
A
‐
C
H
G
野

戦
病
院
は
、
高
水
準
の
設
備
と
機
器
を

備
え
、
バ
ン
コ
ク
や
近
隣
の
県
か
ら
中

等
症
患
者
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

C
P
‐
W
H
A
‐
C
H
G
野
戦
病
院

の
ほ
か
に
も
、
C
P
グ
ル
ー
プ
で
は
同

様
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
3
つ
運
営
し
て

い
ま
す
。
ル
ー
ト
シ
ン
病
院
に
よ
る

ル
ー
ト
シ
ン
野
戦
病
院
は
保
健
省
医
療

サ
ー
ビ
ス
部
と
プ
ル
ク
サ
不
動
産
と
共

同
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
重
症
か

WHA ユーティリティ＆パワー社（WHAUP）の経営陣は、エネルギー委員会
のWHAイースタン・シーボード工業団地１（WHA ESIE1）とWHAイースタン・
シーボード工業団地（WHA ESIE）訪問を歓迎しました。エネルギー委員会メ
ンバーは、WHA ESIE 1にあるガルフ・エナジー・デベロップメント社の子会社
である独立系発電事業者（IPP）、ガルフSRC社を案内されました。訪問の目的は、
WHA 工業団地内で使用されている電力や再生可能エネルギーなどのユーティリ
ティやエネルギーの管理について情報共有をすることにありました。

WHAUP、
エネルギー委員会のWHA工業団地訪問を歓迎
WHAUP、
エネルギー委員会のWHA工業団地訪問を歓迎

WHAユーティリティ＆パワー社（WHAUP）は、工業団地における
完全統合型ユーティリティと電力サービスの提供において、主導的な
役割を担っていています。同社はイースタンシーボード工業団地（ラ
ヨーン）で、820kWpの屋根置き型太陽光発電プロジェクトと
550kWhの蓄電システム（BESS）を立ち上げ、電力系統に電力を
供給します。11月の商業運転（COD）開始後、WHAUPは、年間
約 400万バーツのエネルギーコスト削減と、最大10,500トンの
CO2排出量削減に貢献するとしています。
WHAUP 社 CEO のNiphon Boondechanan博士によると同社の
屋上と浮遊式蓄電システム付き太陽光発電プロジェクトが、イースタ
ンシーボード工業団地（ラヨーン）のユーティリティシステムの重要
な一部であることを明らかにしました。11月に商業運転（COD）を
開始したこの2500万バーツ規模のプロジェクトは、発電容量が
820kWp、蓄電容量が 550kWhとなっています。 太陽電池と蓄電
池（BESS）を設置し、浄水装置の電力を生産・供給しています。
余剰電力は蓄電され、プラントの需要に応じた電力を供給出来ない
場合に不足分を補います。このシステムにより、太陽光エネルギーは
最適に利用され、エネルギーコストを削減することができ、WHA 工
業団地のユーティリティシステムに、より良いエネルギーの安全性と
安定性を提供します。
また、BESSを用いたこの太陽光発電プロジェクトは、年間約 400
万バーツの省エネに貢献し、地球温暖化や温室効果ガスの削減を目
指す産業界の動きに合わせて、CO2排出量を1万500トン削減し
ます。屋根置き型太陽光発電プロジェクトは、設置が簡単でコストも
低く、環境保護に適したソリューションと考えられています。また、
日照時間の長いタイにも適しています。
タイでは、これまで太陽光発電の蓄電システムに制約があったため、太陽光発電だけに頼ることはできませんでした。化
石燃料を使った電力を併用せざるを得ませんが、BESSの技術が発達し、費用も抑えられてくると、制約も減っていきま
した。
WHAUPは、BESSシステムが近い将来、大きな役割を果たすと確信し、より多くの事業者の太陽光発電への転換を促
します。また電力貯蔵システムの潜在的な成長を見越して、顧客のニーズに応えるために、屋上型太陽光発電の開発と
BESSへの投資を加速させています。
Niphon Boondechanan博士は、WHA 工業団地の顧客と屋上型太陽光発電とBESSの設置について継続的に協議
してきたと述べています。ターゲットとしているのは、高コストの生産プロセスを持ち、高いエネルギー安定性を必要と
する企業です。同時にWHAUPでは、WHA 工業団地の事業者からの信頼を高め、エネルギーコストを削減するために、
太陽光発電とBESSシステムを利用したスマートマイクログリッドシステムに関する研究も行っています。　
WHA 工業団地内の事業者のエネルギーの安定性を高めるためWHAUPは太陽光発電プロジェクトへの投資機会を増
やしています。2021年の第 3四半期末には、85メガワットの太陽光発電の購入契約のうち、50メガワット以上の供
給を開始しました。21年末には90メガワット、2023 年には 300メガワットまで太陽光発電の購入契約を増やすこと
を目標としており、産業界の顧客向けに電力とユーティリティを統合したサービスを提供する専門性を発揮しています。

WHAUP社、WHA工業団地のユーティリティシステムのコスト削減および
蓄電システム付き屋根置き型太陽光発電プロジェクトに2500万バーツを投資
WHAUP社、WHA工業団地のユーティリティシステムのコスト削減および
蓄電システム付き屋根置き型太陽光発電プロジェクトに2500万バーツを投資

WHA サラブリ・インダストリアルランド（WHA　SIL）サイト責任者の
Narongsak Chatchawal 氏は WHA インダストリアル・デベロップメント社
（WHA ID）を代表して古河電池の従業員らが２回目の新型コロナワクチン接
種を行う会場を手配しました。ワクチンは中国シノファーム製で、チュラボーン・
ロイヤル・アカデミーにより提供されました。新型コロナウイルスの感染拡大
を抑え、変異株の出現を防ぐための有効なワクチン投与のため、ノンケー病院
の医療チームが接種会場に赴きました。

WHAグループ、古河電池（株）の2回目ワクチン接種会場を提供WHAグループ、古河電池（株）の2回目ワクチン接種会場を提供

WHA インダストリアル・デベロップメント社顧問の Sunthorn 
Kongsunthornkitkul 氏（写真３人目）は WHA サラブリ・イン
ダストリアルランド（WHA　SIL）代表団とともに洪水被害にあっ
た被害者のための寄付金 10 万バーツを Somphop Samitasiri サ
ラブリ県副知事（写真中央）へ手渡しました。

WHA、サラブリ県の洪水被害者を支援WHA、サラブリ県の洪水被害者を支援

WHA インダストリアル・デベロップメント社が開発した WHA インダス
トリアルランド（WHA　SIL）はサラブリ県内で操業する企業の事故件
数削減を目標としたパイロットプロジェクトとして実施された「事故防止
プログラム」への支援が評価され、県内の労働保護福祉局より特別表
彰を受けしました。今回の受賞は、安全で生産性の高い職場環境において従業員の福利厚生を促進するための優れた取
り組みが評価されたもので、Somphop Samitasiri サラブリ県副知事（写真前列中央）より、WHAインダストリアル・
デベロップメント社の工業団地運営ディレクター Rakphol Kangnoy 氏（左 3 人目）とWHA SIL の顧客らに賞が贈ら
れました。

WHAサラブリ・インダストリアルランド、
労働管理と事故防止部門で受賞
WHAサラブリ・インダストリアルランド、
労働管理と事故防止部門で受賞

WHA サラブリ・インダストリアルランド（WHA SIL）サイト責任者の
Narongsak Chatchawan 氏（写真左から 2 番目）は、WHA インダスト
リアル・ディベロップメント社（WHA ID）を代表して、労働省社会保障事
務局（SSO）が設置した予防接種センターに飲料水 100 ダースを寄贈しました。寄付は SSO 局長 Pailin 
Jindamaneeporn 氏（写真左から 3 番目）、SSO サラブリ県職員の Naruemon Cheorbundit 氏、Kalaya 
Hemanat 氏が受け取りました。飲料水は、新型コロナワクチンの初回接種のためにノンケー競技場に来たノンケー地区
とウィハーンデーン地区の人々に配られました。WHA サラブリ・インダストリアルランドでは、地域の人々がウイルスに
対する免疫力をつけるために予防接種を受けることを重要視しています。

WHA、サラブリ県ノンケー地区の
ワクチン接種会場に飲料水を提供
WHA、サラブリ県ノンケー地区の
ワクチン接種会場に飲料水を提供

　

W
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グ
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プ
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献
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境
へ
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取
り
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が
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れ
、
タ
イ
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券
取
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所
（
S
E
T
）「SE

T
 

A
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ards 2021
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不
動
産
・
建
築
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野
の
上
場
企
業
を
対
象
と
す
る
ラ
イ
ジ

ン
グ
ス
タ
ー
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
賞

CSR

ら
中
等
症
患
者
ま
で
を
収
容
す
る
野
戦

病
院
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ノ
パ
ラ
ッ

ト
ラ
チ
ャ
タ
ニ
病
院
と
ラ
ム
カ
ム
ヘ
ン

大
学
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
隔
離
セ
ン
タ
ー
で
は
軽

症
患
者
に
安
全
な
隔
離
場
所
を
提
供

し
、
医
療
資
源
を
保
管
し
ま
す
。
ま
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
無
症
状
患
者

を
治
療
す
る
た
め
使
用
さ
れ
る
漢
方

薬
、
通
称
「
フ
ァ
ー
タ
ラ
イ
ジ
ョ
ー
ン
」

と
呼
ば
れ
る
ア
ン
ド
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ス
・

パ
ニ
ク
ラ
ー
タ
（
日
本
名
：
穿
心
蓮
）

の
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

カザフスタン大使、カザフスタン独立30周年を記念して
WHAグループCEOへ宝飾品を贈呈
カザフスタン大使、カザフスタン独立30周年を記念して
WHAグループCEOへ宝飾品を贈呈
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C
P
‐
W
H
A
‐
C
H
G
野
戦
病

院
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
復
興

を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
民
間
セ
ク

タ
ー
協
力
の
好
例
と
言
え
ま
す
。
タ

イ
国
民
と
国
が
危
機
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
戦
う
重
要
な
拠

点
と
し
て
、
W
H
A
メ
ガ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
の
1
万

5
2
9
4
㎡
の
倉
庫
を
無
償
の
野
戦

病
院
と
し
て
改
築
し
ま
し
た
。
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
た
場
合
、
感
染
拡
大

を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
患
者
が

迅
速
に
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
非
常

に
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
他
の
総
合
病
院

と
同
等
の
水
準
を
保
て
る
よ
う
、
病

院
内
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
人
口
密

集
地
か
ら
離
れ
た
場
所
で
、
チ
ュ
ラ

ラ
ッ
ト
病
院
の
隣
接
し
、
ア
ク
セ
ス

は
便
利
で
す
。
C
P
‐
W
H
A
‐

C
H
G
野
戦
病
院
は
、
7
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
ー
カ
ン
・

ル
ア
ム
ジ
ャ
イ
５
病
院
に
続
き
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
サ
ム
ッ

ト
プ
ラ
カ
ー
ン
県
で
2
軒
目
の
野
戦

病
院
と
な
り
ま
す
。
W
H
A 

コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
社
会
長
兼
グ
ル
ー
プ

C
E
O
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル

コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
「
医
療
を
強
化

し
、
タ
イ
の
人
々
の
福
利
厚
生
向
上

に
貢
献
す
る
と
い
う
当
グ
ル
ー
プ
の

取
り
組
み
を
反
映
し
た
も
の
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　

チ
ュ
ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
・

グ
ル
ー
プ
執
行
委
員
長
兼
病
院
長
の

K
am
pol Plussin

博
士
は
、「
サ
ム
ッ

ト
プ
ラ
カ
ー
ン
県
と
そ
の
近
県
で

は
、
重
症
及
び
中
等
症
患
者
の
た
め

の
病
床
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
チ
ュ

ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
グ
ル
ー

プ
は
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
県
に
あ

り
、
タ
イ
の
東
部
諸
県
に
複
数
の
支

部
を
持
つ
私
立
病
院
グ
ル
ー
プ
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
前

線
に
立
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は
、

C
P
グ
ル
ー
プ
と
W
H
A
グ
ル
ー
プ

と
協
力
し
て
、
C
P
‐
W
H
A
‐

C
H
G
野
戦
病
院
を
建
設
し
、
総
合

病
院
か
ら
中
等
症
の
患
者
ら
を
預
か

る
こ
と
で
一
般
病
院
の
負
担
を
軽
減

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
野
戦
病
院
は
、
タ
イ
保
健
省
の

基
準
を
満
た
す
医
療
機
器
や
設
備
を

備
え
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
患
者
を
治
療
す
る
た
め
の
設
備

は
総
合
病
院
と
同
等
で
あ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
最
低
で
も
15
人
の
医

師
と
40
〜
50
人
の
看
護
師
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
無
休
体
制
で
患

者
ら
の
ケ
ア
に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、

薬
や
医
療
用
品
を
扱
う
調
剤
室
、
検

査
室
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
も
備
え
て
い

ま
す
。
栄
養
士
が
常
駐
し
、
適
切
な

栄
養
指
導
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
合

併
症
の
あ
る
患
者
の
た
め
の
移
動
式

透
析
装
置
や
、
衣
服
の
管
理
シ
ス
テ

ム
も
あ
り
ま
す
。
当
野
戦
病
院
は
治

療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
容
易
に
し
、
公

衆
衛
生
シ
ス
テ
ム
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　

C
P
‐
W
H
A
‐
C
H
G
野
戦
病

院
は
、
10
月
上
旬
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
中
等
症
患
者
の
受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。
14
の
チ
ュ

ラ
ラ
ッ
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
が
患
者
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
サ
ム
ッ

ト
プ
ラ
カ
ン
県
の
W
H
A
メ
ガ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
こ

の
野
戦
病
院
で
の
治
療
に
割
り
振
る

予
定
で
す
。

　

C
P
‐
W
H
A
‐
C
H
G
野
戦
病

院
は
、
以
下
の
通
り
、
最
新
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆

使
し
、
他
の
総
合
病
院
と
同
等
の
水

準
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

⒈ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
を
防

止
の
た
め
、
各
患
者
ベ
ッ
ド
の
頭
部
に

換
気
パ
イ
プ
を
設
置
し
、
効
率
的
な
換

気
と
紫
外
線
殺
菌
を
可
能
と
す
る

⒉ 

陰
陽
圧
室
を
設
置
。
陰
圧
感
染
隔
離

室
で
は
病
室
か
ら
他
の
エ
リ
ア
へ
の
ウ

イ
ル
ス
の
拡
散
を
防
ぎ
、
陽
圧
室
は
他

の
エ
リ
ア
か
ら
室
内
へ
の
ウ
イ
ル
ス
の

拡
散
を
防
ぐ

⒊ 

医
療
機
器
用
R
O
水
製
造
装
置
、
特

に
治
療
の
た
め
に
純
粋
が
必
要
と
な
る

透
析
患
者
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム

⒋ 

酸
素
ボ
ン
ベ
を
含
む
医
療
ガ
ス
や
術

中
患
者
の
治
療
や
医
療
従
事
者
た
め
の

医
療
用
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム

⒌ 

高
流
量
酸
素
療
法
と
心
拍
・
バ
イ
タ

ル
サ
イ
ン
モ
ニ
タ
ー

⒍ 

合
併
症
用
の
移
動
式
血
液
透
析
装
置

⒎ 

他
の
総
合
病
院
と
同
等
の
技
術
水
準

を
持
つ
検
査
室
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
、
24

時
間
体
制
の
薬
品
・
医
療
品
室

⒏ 

看
護
師
や
医
療
従
事
者
が
患
者
の
モ

ニ
タ
ー
や
ケ
ア
を
す
る
た
め
の
特
別
な

医
療
機
器
を
備
え
た
ナ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

⒐ 

中
等
症
患
者
用
の
緊
急
通
報
装
置
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
に
す
ぐ
に
助
け
を
求
め

る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ 

ン
シ
ス

テ
ム
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

⒑ 

5
G
通
信
シ
ス
テ
ム
の
完
備
。

C
C
T
V
（
監
視
カ
メ
ラ
）、
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
か
ら
有
線
オ
ー
デ
ィ
オ
シ
ス
テ
ム
、

患
者
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
に
利

用
す
る
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